
昭 和 二 十 四 年三 月十九日 昭 和 汁 四 年 四 月 二 十 日 印 刷

句 " 守 ｉｾＭＧ＠ .... ド士 ( 毎月 f十五日霊童行〉

者名三種郵便物: : ; ; j l] 昭和

第 三 O 輯 ・ 第 回 税 ・ 昭 如 ニ 十 四 年 四 月

Irb  

:予只

¥ 

-・・圃

乙と、

l¥1/1 



/  

戦後に於りる慮女航海

平和世界建設の晴れの大役を捲ム

貿 易 品 と し て

常

一

位

ば

日

本

最

大

の

石

綿

鉱

山

〈

北

務

遺

)

の

外

セ

メ

ン

ト

工

場

(

落

防

相

状

)

を

持

ち

、

石

綿

ス

レ

ー

ト

原

料

の

完

全

な

る

向

円

余

生

産

た

完

敗

廷

し

て

特

り

ま

す

。

ー' 目、圃，ー、ー' ー' "

常

枇

各

ス

レ

ー

ト

工

場

に

於

て

は

品

質

の

改

警

に

日

夜

専

心

し

向

上

そ

見

て

帰

り

ま

す

。

何

卒

弊

枇

の

ス

レ

ー

ト

k
r
-

御

試

開

下

さ

い

む

野津石綿セメント株式曾枇

神戸市生田阪商町三六( 興銀ピル)

中

一

一

町

図

一

ノ

絡

ヨ

七

六

ケ

川

一

一

一

森

本

保

町

商

務

久

釈

回

明

大

ぽ

大

れ

市

司

都

州

司

級

点

兵

門

事

件

官

民

/

 

.

.

.

.
 
，
，
r

、l
a

a

E

R

容
ヱ

レス

本市1:

三

目

前

即

一

市

了

山

七

E

三

村

二

四

阿

郎

I

h

H

m

 

M

n

v

f

l

 

銀

4

罰

叩

得

隠

ニ

央

南

側

中

白

恥

W

U
H

滋

-
F

京

削

川

副

岬

州

駅

東

札

北

再

円

所3n 

111 

セ メ ン ト ヱ 境

u

p

 

側



主 5!" ・… -・・ …・・・……ぃ ………・・…・…・・・ 2  

建築材料に関する座談合… . . .. . " ……・ ー. . . …・・ 3

/J 、 回 烏 兵 吉 古 川 武 彦

大 西 幸 七

川l 合 義 貫

ノj 、 松 四 良1¥

志 忽 正 次

回 中 民 三 郎

自 主 亘 大 市 郎

松 井 邦 彦

村 田 緩 政

山 本 潔

若 林 繁 菅

波 漫 献 己

建 築 乞 枇 曾

4  

1 9 4  9 ・4

アス 7 アルト防水工事のあ P 方 … 大 西 幸 七 … … l !f

厚裂スレ F トに就て……. . . ・ H ・. ... 松弁邦彦… ・・・22.

文化石陀ついて… … … … ・・… … … 中野順次郎… … 26

箱崎八幡宮の鳥居κ 就て:… … … 薄 奥 搭 .. .… 27

グ ラ プ ル ー ム

官ｾＮ生活の忠傷…………Ｍ…・ 中野吉粥… ・・ ー・ ｾ

金図郷土玩具の話( 績〉 … … 吉田袋三郎… " ，32

或る喫茶庭の試案・… ・… … ・… 今西茂雄… ・・鉱

山口便り… … ・… ・… . . . ・ H ・.....・ H ・H ・H ・..… . 35

時 報 時 鈴 ・ … … … . . . .・H ・. . . ……. . . . ・ H ・.. .. ・・… 86

1言 務 事 長 告 … ・ ...・ M ・-… .....・ H ・.. ..・H ・...・ H ・..… ・4(}



車 張

統 一 定 規 格 の 再 認 識

一一工業規格、 『セメント』瓦と厚型『ストレ ー ト』とを契機と して 一一

嘗て自由経済時代というよりも商品の放慢濫費時代には 、わが建築材料界にも新に走り脊を競い、 所謂

百花僚慌の一時があっfこ。この窮極する虎、パペルの; 塔の建立となって、こちらが合えばあちらが合わな

い、結局進退極まって反って暗中模索という献態になる。建材界となると他の部分との開運が必然するの

で 、おのづから用途にも一定の枠があり 、使う方法にも叉一定の制約を受げる。この宿命から落ち付ぐ虞

に落ち付いで深さしやがて幾つかの類型種類が定まって〈る。こうした反省が兆 して来ると第 1期の規

格時代の胎生となる。

ぞれが図運を賭しfこ大戦となるしその必至要請から急: 速生産が至上命令となるに及んでは、途 iこ規格

が飛躍して、統一即皐ー、言ひ換えれば一つのものは一種類しギリギリの虞まで遁ひつめられる。言

わば 、馬鹿の一つ費え式でやることになるのである。が然し、 これではも早や規格ではない。時の必然1 ' :

けなのである。即ち第 2 期 ?

時代は再鞠回しfこ。われわれは、生産を至上命令とすることには習をりはないとしても 、輸出が、貿易勘

定が 、われわれの死命を制するのであることをーヨ! も忘れてはならない。この狭い図土の最有効な利用方

法は、閣内を生産工場化することでな〈ではならない ι 食糧も生活も総てこの基盤の上に立つ。そして、

この上にこそ文化圏室長の確立はあるのである。

この見地から規格も再認識さ、れな〈ではならない。第 3 期の規格，には常に悔の彼方を念頭に置かな〈で

はならない。飛躍と進歩と J ま十分に取り入れな〈ではならな い。ii l J 意と工夫との自由を十分に尊重せられ

な〈てはならな い。生産地と使用せられる地とを十分考慮、されな〈ではならない。 そして何よりも大切な

のは 、護る方に便利な規格でな〈て使う方 lユ親切で永持ちする精良品を期する況格でな〈ではならない。

…・生産本位よりも 、使用者本位に大時鑓することである。つまり、粗製濫遣の戦時用j晃格は、誌で断然

一榔されコペ J レ= クス的 180度韓国しな〈てはならない時機が来Tこので&る。

以上の概点から、最近に知つfこ規格、例えば、 「セメント』五や、厚型 『スレ ー ト』の規格を考えると

未fゴ職時用統一 、酷評すれば一つ覚え式の残俸が微かながら窺えるような然がレないであらうか? 止むを

得な- いものでない限り一種類に限定するのは窮策で顧客に忠賓でない色思われる。殊に、建築は進塑文化

の尖端を行〈ものである。建築の創意工夫が材.料で告1 ] 約きされることが多い憾があるのに、殊更人気的に

狭める理由はさ' こにある忙らうか。規;格制定の根本としては少〈とも衣の 4項を強調するものである。

1. 創意工夫を推進する規格であり fこいく混格と一見背馳する ように見えるが〉、

2.  佼用者本fなに徹する規格 "L' <'b 9  tこい、 2 を分設すれば . 更に .

3  使用者に撰揮の余地ある規絡であり たい。即ち 、少〈とも 2 _ 3種以上は欲 しい。

4  使用地を十分考えfこ規格でありにい。東京聞と京聞の差は元よれ更に圏内と閣外との考慮も欲し

L 、。
( 以上の主旨は本食から工業技術践へ建議したものである。) ( K.  Y)  

- ・・『セメ y ト』瓦で5 e  69司U. 6 ・4剣の . 厚型『ス ν ート 』で36剣. ＴＲｾ 当 ｪ の問題で ｩ 方を主とし他を従とする案を見て Ｎ

われわれは叙上の意味よ! l 2本主主建を主張するのでわるが更に際〈一般規格の在 P 方を. 考えて見? とのであった。

2  
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いる〈らいであまり詳しい設明も得られない。パ

ンフレツトもあまり並んでいない、これではナ斤角

陳列場をつ〈つでも皆にわからせるという面では

〔小田島 J 御挨拶申上げま寸。

これから建都材料についてお話を承るのでごぎ

いますりれ5 も、材料によって建築物が非常に引

欠けていると思うのです。ぜしぜし材料について

の知識を何かの機舎に、あるいは雑誌なり鹿告な

りにさ' んさ' ん褒表していた ちJ いて建築家を大いに

思議と申しましょうか、よ〈わかるようにしてい

た Y き? こいと思うのであります。

きにつ場合もあり、ま? こ材料の使い方が悪い? こめ

に折角のデザインが死んでしまうというような場

合が多いのでごぎいますが、非常に材料の智識が

必要でありながら建築家自身はあまりに詳し〈な

い。これは材料を扱われる方々の熱心な説明、ゐ

産主宰中いろいろと資材の面で材料が非常に粗悪るいは度合と申しますか、そういうものがもうー

になり、種類も減って居るのでごぎいますが、最・つ足らないのじゃないかと思うのであります。私

涯はすこし回復してきているようでありますが、

最近の材料の性質、あるいは生産高、あるいは値

段といふようなものについてこれからお伺いした

すっと前にェユーヨ{ クに参りましにとき、サン

プル・コ・{ ポレーシヨンというのがありまして、

そこに建築材料 ｢［ｾ 、ろいろと並べてあ ｨ ま 、 して説

明をして〈れる方が二、三人居るのであります。
いのですが、小松さん、ぜうでしょう、リノリウ

ムは最近あまり Tこ〈きんできてないように思いま

すが、やはり不足して居りますか?

〔小松〕いの一番ですか… … ぞうですね、まあ

そしてこっちからの質問には設明をして〈れるし

自分でわからないところはわざわ 5 電話をかげで

職時中の何分のーかはっ〈っているのですが、一

般に出てこないので令。

その専門の人にきいてきて返事をしてくれる。ま

にそこへゆ 1 といつでもパイプ・オルガンの音が

3  

ゆき渡らない理由は?〔小田島〕

〔小松〕軍用が多いのです。

していて非常に気分がよいのです。

その後日本にもいろいろの材料を陳列するとこ

ろができにが、女の子が一人か二人ぼんやりして



( /j 、回島 〕民聞は禁止というわけですか?

【小松〕いや、禁止じゃあ b ませんが、つま b

向うからある敵量の注文命令が出るわけです。 そ

れを出さなければ一般には廻ちない、? ゴから非常

に窮屈です。

〔小田島〕そうすると月につ〈る歓量が決って

いるわりですね、ワクか= あるわけですね?

〔小松〕いや、ぞうじゃあちません。ある一定

の数Iのものをはかしてしまうまでは出じに〈いわ

けで、ところがそれを出すには原料が要るが、原

料が手に入らないのでっしれないのです。

〔小田 島〕原料が少いわけですね。新品の質は

ぜうですか?

〔小松〕あまり自慢できませんお。

〔小周島〕ぞれは因りますね。 く笑繋〉

〔小松〕犬休同じようなものができて居ります。

七とえばリノタイルをつ〈るにしても音程いろい

ろと潤漆につ〈って御注文に感するというわけに

はゆかない、非常じ種類が少いのですね、リノリ

ウムでもこれまでは三ミリピけをつ〈っていまし

亡、茶色一色ピげをね。

〈小田島〕糊なんかは? こ〈さんあるわけです

ね ?

〔小松〕糊も潤慢ではありません。アルコール

松脂なさ' 他 iこいろいろと薬品を入れますけれぎも

日本にないようなものもあちま寸から潤穫という

わりにはゆかす・、第一非常に高いです。

〔小田島〕今後の見通しはぎうですか、材料 b;

入らないとわからないというわけですか?

8  スレー

4  

〔小松〉ぞうですね。やはり一番難しいのは豆

麻仁油です。

〔小田島〕最近は石茨が窮屈ですから従ってガ

ラス、陶器なぜも製品が窮屈になると思いますが

田中さん、如何ですか?

〔田中〕それでは私ぎもの近況を皆さんに御参

考までに申上げたいと思います。

幸い、私の工場は戦災を受げませんでしfこので

終戦後占領軍の衛生設備に宴します衛生陶器の需

要が大量にご 5 いまして、嘗時は質より量を間に

合わせろと L 、う第八軍からの命令で 、そ の闘係上

品質という点におきまして我キがみましでも賓 lこ

戦前に比較してよ〈なかっ? こという点、は卒直に認

めます。資材関係につきましでは幸いに商工省方

面の御援助によちまして只今までのところ支障は

ごき「いません。 0 進も- l f . 壁、昨年あたりで大量の御

注文もな〈なって、その後続出の再開とともに、

南方方面はじめ、アメリカあ? こりからも衛生陶器

の注文を受け、現在は工場の約五十パーセントは

続出をやっているという赦況であります。

今後もこの態勢は引渡いて績〈ものと考えて居

りますが、その震に内地の復興用 lこ封しましでは

昨年上期ぐらいまでは非常に御迷惑をかりました

従って品物も梯底しまして需要に感じきれないと

いう紋況であっ? このでありますが、昨年の下期か

ら工場の生産もウンと; 増しましに。その間私ざも

ではスト乞やり一時供給が非常に減ちまして非常

に需要家に御迷惑をかり Tこと思って居りますが、

現在では幸いに生産意欲も非常に増しまして増産-

西工場

工事請貫

大阪市西淀川区千加束三τ 目二三呑地

電話淀川 (47) 0888 • 18fi9 ・1908番
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震 飴 淀 川 (47) 1801 ・1082 呑



に勘んで居りますので賓績も相官上って居ります

衛生陶器の全閣の需要の相官量は私ぜもの製品に

よって供給されている わりであります。 いまの需

要に針しま b て供給は大体合つでいる、非常 iニ不

足をき? こすということに は参って居りません。

品質の方はO主主力Z一際終了しまして、と〈に輸

出の面におきましては良い品物を作ちなりれば不

誼格になるという危険もありまして私ぜもでは技

術陣を総動員して 、最 近ーでは品質の点では戦前に

ほ Y 劣らないものTごという自{ 言を 漸 q 尋ましに 0

7こY 形紋、ま? こ難しいものになりますと製品の内

部の樹者で賓はまで完全に撒前に復活し? ごという

ところまでいって居りませんが、これも技術関係

を総動員して鞍前に劣らぬものをつぐることに一

同遁進して居ります。最近やはり 進駐軍関係で浴

漕なぜの注文もあ ι 、叉日本の方でも復興建築で

ホテルやアパートといつにところに御用がご 、 ｾい

ますが、戦前のも 6 より化粧技術と申しますか、

非常に膝の5良い生地、洗面所。とか、普通の伺器に

使うものではな〈してウンと肉 を厚〈レ? こ ものが

ー務大ものに遁常して居りますので 、之等 につい

てもほ Y 完成の期に透して股ります。

こうした高数ものも完成近〈すでに一部品物も

出来て居ります。私ぎも衛生陶器をつ t っている

者として最近非常に喜ばしい傾向は銭筋アパート

あるいはホテルなぎで衛生設備というものに非常

に重点をおかれまして、これは一つには進駐軍の

サゼスシヨンもあるわげでとさ' いま寸が、その関

係上、これに使われます材仰としての衛生陶器と

いう もの も、 i皇々良い品物が要請されていると L、

う現欣でありますので、工場の方でもで きる? ごり

それに際じた良い品物をできるだけ安〈供給する

よう民ということを目標にして進んでいるような

現献であります。衛生陶器? ごりでな〈、私の方で

最近始めましに衛生陶器の附聴者器具、これも陶器

にマッチしにものをつ〈る、そして衛生陶器と一

体としての衛生器具をできる 1: け需要家の告 さん

に満足していに- ; " ( 1 るように現在相嘗良いものを

大量につ〈りま すよう現在進んで居りま す。今後

の見通 しとしては、やはり市場で要求されますも

のは私さ' もでも良い品物をつ〈ってゆ〈というこ

とは勿論必要であ b ますが、技術の点、あるいは

資材の点でま七十分御満足がいってない点も 多冷

ゐりますので、これからは私共も勉張、する という

ことにレで皆さんの御指導をいたずいて進んでゆ

き? こいとい号風に考えます。

〔小田島〕 衛生陶器の附麗品ってぜう いうも

のですか?

〔田中〕 洗面器具で申 しますと 、家庭7. K洗、

初 71¥金物、プラグツト 、乏の他パス用器具とトっ

たような衛生陶器に直接〈つつ〈もの、これを自

家製品として陶器とーしょに賀、り出すと いう ので

現在は殆んさー輸出に向りて居りまレて内地にはゐ

まりお自にかける品物はご ざいませんが、今後内

地品にもぜんざ' ん振向けると いう方針で進んで居

ります。

C;J 、田島〕 形なざ背 と同じ J様なものです か ?

〔田中〕 形の点、では戦時中化製製品の方に轄

換 して;唐りましfこ関係上なかなか取もぎすに容易

ではありませんで しTこが、? ことえば化粧棚附の洗

面器といっ fこようなものは最近のアメ りカ あ?こり

のカタログをとりよせてそれに似通つにものをつ

〈り新型として寅り出 して后りま す。これは き ち

l z f お慌のありま し? こよう 1こすこし萱俸が足 1りま

せん。やはりパンフレツ ト、 説明書をつけ て陳列

するというようなことも考えなげればなりません

機合あるごとにそういっ?こ宣俸を して些 さんの認

識を深めてゆ〈ように しな ければならな'いと 思 い

ます。

C  /J、田島7 ベニヤの方のことをお伺いします

が、戦前には相官大 きな六尺与はも あるよう なも

のができて居りましにが 、戦争直後には進駐軍の

住宅なぜの扉なぜをみても六尺の上についで七尺

以上のドアをつ〈るという風にしてつぎ自がみえ

ています が、最近は まあ大分大きいものができて

いるようですが、ペニヤは難 しいように思います
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t ; ・. . …如何ですか?

〔川合〕 いまのサイズの問題ですが、これは

現在全部輸出を目標にした寸法でありますので大

概長さは八尺〈らいまでのものをつ〈る設備をし

て居ります。これは斡回目標でありまして、内地

向きにつ〈つでもいわば市場性と申しますか、国

時喜容が非常に悪い有機で、その? こめに長いものは

つ〈れるのではあるが、つ〈らないという状態で

ご5 います。それとまく似通つ7こ問題は御承知の

通力ベニヤ板というものは、狂わない、殴れない

はなれないというこの三つがその生命なのですが

一般の方はベニヤ板というと何か安物の代用品Tご

というような考えをおもちになっている事がベニ

ヤ板そのものを非篤に堕落させているわけです。

これはぺ= ヤ板業が悪いのか、墜落させている需

要者が悪いのか、ーっこれは大いに考えてい? こちJ

きfこいと男、います。要はをういう堕落しにものは

貿わないということになれば、合っき申上げまし

7こように狂わない、破れない、はなれないものが

日本にも立涯にできるのです。現在は検出して居

りますが、アメリカのことをちょっと惇えき〉ま

すと、あちらではボートの底板は全部ぺ= ヤとい

うことになって居ります。日本では鞍宰中にはペ

ニヤ板でつ〈つに舶ができ、ぺ= ヤ板でつ〈った

飛行機が飛んゼのですから、日本にもそれをつ〈

るだりの技術もあるわけです。ところがそういう

ものをつ〈ってい? このではぜな f こも買って下さら

ないというところにベニヤ板の堕落する原因があ

るのですね。

曇・昼表・室内装飾

さきに申されました寸法の点も背は私宅どもの庖

では大瓶の寸法をそろえまして、ぜんな御注文に

も大体即座に納めるという風にして居りましたが

最近では金高がはりましてそういうものは市場性

がない、 7こめに図轄豆容が悪い、工場でもそういう

ものをつ〈ってい? このでは折角良いものをこしら

えながら買手がない、 Tごからつ〈らないというよ

うな現放であります。この点、ぜひ一つ将来は本

常のベニヤ板の使命を果す上におL、て、良いもの

でないと使わないというようなゆき方にしていた

ずきたいもの? ごと私さ二もは希望守るわりであ b ま

す。いまから二十五年〈らい前のベニヤ板は貨に

立波なものであった、営時はお使いになる建築屋

でもこれはぜこの製品だという風に相官吟味して

お使いになっ? ごわげであります。

今でも時キ笑い話にして居りますが、特殊な寸

法の注文を受けて持っていったところ、木目 b; 慈

いということで不合格にされ 7こことがありますが

木目は人聞がつ〈るわけでもありませんのに、そ

の木目が惑いというので不合格になっ7こ嘗時と今

日のぺ= ヤ板の需要霊長の考へ方、それはまるでヲミ

と地ほ 5 の遣いでご 5 いますね。もっとも堕落し

ましTこー香大きな原因は、いわゆる職時規格れ、

うもので何でもよい、とに角、質より量という様

な要求を主として軍から要求され、一般にもそれ

を及ぼしたわげでありますが、これなぜが最近の

一若手堕落しfこ大きな原因1: t 思います。

終段後貿いにみえる方は質のことは問わない、

とに角量を色とめられる。それがご〈最近にな b

昭 和 産 業 株 式 曾 社
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まして私ぎもの庖へペェヤを買いにみえる方は品

物をみないで、 ますイl宵段をきい て、 その値段t ; 自

・分 の 筑lこい らなかっ? こら品物をみな い中に つぎの

庖へゆ〈というような欽態であります。やはり品

物と備段と ｾｌ 等してみてい＿こ ｙ いて 、 良いものは

備打ち相降、に買っていに. . ，; ¥ t いう、せめてその

〈らい のことをしてい7こY かないと良心的な製品

をこしらえるヱ場なれ販受庖は貨に困る、自分

で良いも のをつ¥ 1) ，あるいは資りながら自分で

苦しまなげればならないと L、うような現放であり

ますので 、ぜひ堕落しに息子を墜落しないように

ーっかばってやってい江 Y き? こし、と思います。

それとベニヤをと佼用される方面、 これは私さ' も

は建築の設計れ、うことには全然素人でわかりま

せんが 、ご〈張ー近の、 fことえば地震というような

ものに劉・しでもぺ= ヤ板を活用してい? こ V けば、

耐震の家ができると私は思います。これは設明の

仕方が惑いかも知れませんが、 Tことえば監の代り

にｾ］］Ｍヤ板のすこし厚いものを柱と桂の間へはめ

・て使っていに で; ( 1 ば耐震の面から いつでも立汲な

もの fごと 恩います。まに 、耐火という面からいっ

ても一ーこ れは私の殺害中からのほんの，思いつき

ですが一一監の面の南側へ? ことえ'ば二分厚ぐら い

のベ ニヤ板を張って中八川砂をー入れるという風に

すれば効果があると思います。できれば二階と 下

のしきりもそういっfこ機遣で砂を入れる。御承知

のように火というものは熱と目立素によって火が殻

するのですが、砂そのものが祁宮熱に耐えるカを

もっfこめ耐火力があるとともに 、 もしそこの一部

分に穴があいたら 、火が燃えている民上がこげる

わりですから、そこへ穴があい? こらる少がジヤ戸ツ

とおもできて押えて いまうのじゃな いかと思いま

す。( 笑芸n

そういう意味でi耐火構造にらゆげるのじゃない

か という 風に素人;考えですが 、果 して その湿り に

なるかぎうかは解りませんが、そういう意味でよ

いのじゃ ないか。 … … ま あこれは冗談 ですが、ぜ

ひ良いものをつ〈っていに1: ¥ことによって日本

のぺ = ヤ板がせめて二十 五年前の程度のベ ニヤ板

に? こち直るように使用していにてき? こいという風

に考えます。

〔小田島〕 ベ ニヤ板は71< に非常に弱い様です

が、 これ についてと〈に御汚慮、を捕っておられな

いのでしょうか ?

(  )11 合〕 いや、 71 < に強いものもできますが、

そうします k いまの備段より高いものになる、そI

うなると買って下さらないということになるので

す。

〔ノj 、田島〕 糊の具合ですか ?

()II 合〕 主として糊ですが 、同じ糊でも生産

法によって腰着カの相遣ができます。絶望せに耐水

力のあるというものもできるのですが、ぞうする

と高〈なるのですね。

〔小田島〕 ぜの〈らい高いのですか ?

() I1 合〕 まあ今の堕落したベニヤ板の償格か

ら申しますし少〈とも三倍ないし豆傍はかかる

でしょうね。そうなると使って下さらな〈なるの

です。

〔小田島〕 そうですか 、そ うなると考えもの

ですね。Ｈ 笑芸ｾＩ

()II 合〕 現在私さ' もでいま工場から いってき

ている 製品が市場のものより約三宮I ] f まぜ依段が高

いという 1: lr) で良いものでありながら賛れないの

です。ですからできれば品物を依段で明JWi せ? に

その品物をみて買って い?こ1: ¥ように、せ' ひとも

貨の J点、を吟味してい? こ1 ":: ¥ようにすることが、私

ざもの堕落を 放って い?こ1: ¥ことになおの1: と思

います。と いってゐまりわりのわからな い無理を

いわれで も困りますが 、そういうこ，とのない程度

に一つぜひとも品質を吟味 して買 っていに1" : : ¥と

いうことにしていにでげば、自 然我キの方の もの

は良〈なる E 恩います。慈いものはつ t れない、

まにつ〈らせな L、から遣に良いものをつ〈らなげ

れば賛れないと いうことになると思います。

〔小田 島〕 厚きですね 、三ｾと折、四分とか

厚さの不問 t ; ;f官官あるように思いますが、一枚の
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板で二枚つぎ合せてはる場合、乞うしても一ミリ

か、二ミリの狂L、がでて結局押縁をしなりればみ

られないような結果になる事が多いのですがね。

()rl 合〕 それは乾燥施設が悪いのです。生産

工場仁もピンからキリまでごぎいまして相常立況

な施設をもっている工場もあるかと恵、うしこ札

J;; ベニヤ板のヱ場かと恩われるような工場もあり

例の丸公というものの? こめにぜんなものをつ〈つ

でも官官段がーしよ忙という時代が今日まで績いて

いるわりで ありまして 、自然そこに良心的な製品

をつ{ るということに手ぬかり があるわりです。

そこで少〈とも工場施設のよしあしがわからない

と良い物ができる、できないの到断はつかない。

最近ペニヤ板の販資業者は戦前の約十倍ぐらい

になっており、その中で本宮のベニヤ板の生産過

程を知って品物を放っているという人は指折り鍛

えるほさe しかないのじゃないかと思いま 4す 。 ぺ =

ヤ板実っている人自体が、ペニヤ板t ; 先亥IJ おっし

ゃったように狂いのあっTこ場合、なぜ狂いが起っ

ているかという原因を知らない人が多い、いまの

お・話は乾燥施設が惑いのです。ペェヤ抵の生命は

乾燥が最も太事で. これが悪いと狂わないは? の

ぺ= ヤ板が狂うわりです。乾燥施設がよかったら

そういうことは絶望すにないはす・です。

〔小田 島〕 ぺ“= ヤ板の原木は相官あるのです

か T

〔川合〕 原木はありません。只今チークを使

って居りますものはありません。主として化粧板

という程度のものでありまして、大きな寸法のも

のはつ〈っていないはすです。化粧板程度のもの

は何を使っているかと串しますと、解体般の古材

ですね、あれを使っている b いうような程度であ

りまして、まだ輸入して居りませんので材料はな

いわりです。

〔渡謹〕 この間すこし入ってきにのじゃあり

ませんか?

( }f I合〕 シヤムからうに、木材乞出すというこ

とはきいて居りますので、いつかは入ると思いま

すが、ま f ごチークの入つにということはきいて居

りませんね。米もま1 " : ですから、う| えからますも先き

に入って、ぞれから木材が入って〈るのじゃない

カ〉と思います o

f 渡謹〕 このごろのペェヤ板は7kb; 禁物? ごと

いうのが常識みfこいですが、そういう良いものが

できるのTごということをもう一つ皆によ《理解せ

られていない切じゃないかと思いますね u 需要性

の非常に少いことは確かですね。

(  J[ l合つ まあ堕落し七原因は戦時規格も一つ

ですりれざも、いわば丸公によって5 れも同じだ

という制度色悪かつにのですね ι それに生産者が

ならされて良いものをつ t つでも同じ依段Tごった

らつまらないというので、そこに堕落の原因があ

るわりですね。

〔小田島〕 験時中はいろいろと金物の使用制

限を〈らって代用品とか何とかがfこt さん出て居

りましにけれさＧｾ ，最近は金物が相官豊富に出て

きfこようでごゴいますが、然しま t: 民鎗程度です

が、高額金物はさ' うでしょうか? 臼垣さん一一。

@ 車 庫 産 業 飾 郡

大阪市南l i ! [ 難波新地六番了

電 話 南 ( 75) 1513- 1518 
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〔日垣〕 高級なものもできますが、大休建築

金物b; 昔日本の金物でしfこりれぜ色、明治二十六

年以後から商洋風の建築金物が大分入ってきまし

て、ぞれからてんでんと日本でもアメリカの品物

をまねてつ〈るようになり、モれが第一次欧洲殿

宰のときには日本の品物を世界市場に出しにほさ'

でゐ aります。鞍後これが復興してきまして民需が

殺到してきにわりでありますが、その後進駐軍の

建築期金物の注文が大分ありまして、現在寸Fはぜ

ちらかと申しますと生産過剰になりつつありま

す。品質もあまり上等とはいえませんが、いまの

建築には匹敵する金物ができているわげでゐりま

す。製謹規模も、いままでの開係から大体内地の

需要を目的につ〈っていないわりでありまして、

中華民国Tごとか、蘭印、南洋方面、印度、アフリ

カに車検出しましにので、その規模で遣って居りま

すので、草食出ができなかっ? こら生産過剰になるわ

けであります。ところが最近印度の方から大分注

文がありましたし、相官量が鞍出の方へいって居

ります。

〔ノJ 、回 島〕 ぜう L 、う種類のものですか?

〔日垣〕 やはり錠前、蝶つがい、その他建築

に使う金物ですわ。

〔小国 島〕 建具金物ですね?

〔日垣〕 そうです。

〔ノj 、田島〕 雛しい錠前はやはりできますか?

エー ル・コルピンというような合祉のやっていfこ

ようなものは一一。

〔田容〉 戦前はあれに近いものはできて居り

まし? こが、戦後はま t: できないのです。それには

いろいろの関係がごさ「いまして、ます・材料関係か ，

ら良い材料ができてこないことし本宮に五十年

百年も建築が舌〈なっても建築金物がちっとも狂

いが生じないというようなものができるまでには

やはり材料の良いものができるということによっ

て、初めてそこに良い加工をして良いものができ

るわりであります。

〔小田島〕お伺いし? こいのですが、フロアヒン

ヂ扉は何度ぐらい迄開げるのですか?

〔日程〉 九十度ですね。

〔小田島〕 それ以上あげにらぜうでしょう

か ?

〔日垣J 百八十度ぽできませんね、その必要

はないでしょう。

〔小田島〕 いや、そういうところがあるので

すがね( 笑遺症〉入口を開いて廊下がせまいもので

すーから全部開かないといりないという場合がある

のですね。

〔日: t e. ) それは特殊な用途ですね。ァーメりカ

でばそういう特殊な用途に謝して品物をつ〈つて

ないわりで、ちょう乞いまのお話の例でアメリカ

の人は研究してこれが一番必要なもの? ごという限

度までのものをつ〈りまして、特殊なものの用途

に謝しては使う方でヱ夫する。せまいからぜうと

いうのは、贋〈しにらよいわりです。( 笑聾〉

〔小田島〕 まあそういうことになるでしょう

が、ぞれがなかなかそうはゆかない… … 。

〔自主宣〕 しかしそういうのはアメリカでした

ら措舶とかというようなものを考えます。恐ら〈

地上の建築で狭いから百八十度が必要Tごというよ

うなことは起り得ない需です。

C  -'J 、田島〕 金物のデザイン、これは出来合い

でな〈、こちらが注文しにらその湿りなるような

ものになっているのですか?

〈自主亘〕 それは日本の欠点でありまして、ア

メリカの方ではデザインを一つ増やすということ

はなかなか容易なことでは芯 いのです。よ ほE 良

い設計者が何十年使って非常によいデザイン? ごと

いうものしかっ〈らないのですロ

〔小田島〕 レデーメードというわりですね。

〔日垣〕 そうです。それを使って非常に良い

デサ. インがあるわりで、むしろ思いつきの設計者

のデザインは惑い結果を生なということになりま

すので、日本でもアメリカとちょう 5 閉じような

進め方で准んで居ります 。

〔小田島〕 スレートの方にお伺いいたします
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最宰中スレートは波形でも厚型でも非常に品質 �ｾ

落ちて、屋根をふき、あるいは壁に張る前に、賓

際に工場から運んで建築にとりかかるまでに牟分

〈らいは破れてな〈なるという扶態が多かつにの

ですが、最近はそんな乙f とはないと思いますが、

如何ですか?

〔松井〕 大休私φ 方は厚型スレート専門ヱ場

でごさ' いまして波形関係は扱って居りません。現

在石綿スレートと厚型、セメント瓦切三種があり

ますが、セメント瓦の方はいわゆる努務欣況で職

時中は非常に逼迫し、石綿スレートはアスペスト

が重姿な軍需資材でありまし? このでその方へとら

れる 7こめに、これに代るべきものがな-いというよ

うなことで非常に無理してつ〈つにので磁損寧が

多かった。幸い、厚型はその点においてはアスペ

ストはご〈少量で砂とセメントで九寸八パーセン

トまで使って居りますので影響はないいうことで

第一にどりあげられにのが軍需資材として指定さ

れて一般には費出すことができなかづfこ。

近畿におりる生産紋況は毅前は四工場で機械が

約十三台ばかりしかなかっ? このが、格段後非常に

培えまして現在十四工場で約四十五台、現在の生

産高は月産二寓坪程度を上下して居りますが、能

力としては約三高六千坪位いの能力でありま寸。

昨年進駐軍関係が不要になって一般に切換え.る

ときにはちょっと生産過剰になりましにが、最近

セメント瓦、石綿スレートなぜが原料、努力の開

。
木 毛 セ メ ン ト 板

( 耐火建築指定品〉

旭化工板製造株式曾祉

管業所大阪市北] i ! a/J 、深町一番地

電昔首席島@ 一一 0 五 悉

エ 揚 尼 崎 市 下 荻 郎 久 々 知 前
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係で製品が面白〈ないというような欠陥が一般に

認識され、その関係からか非常に厚形ス ν - r_の

需要が多〈なって、現在石綿スレートを製土産して

いるものも曙向すぺ〈設備をしているような紋況

でご 5 いますので、生産はますます場えるかと思

います。ここで問題になちますのは、 fこ〈さん業

者ができますと、従って競宰が激し〈なり組製濫

遣に傾きやすいというようなことで、昨今私の方

でも工業舎というものをこしらえましていろいろ

と技術の指導、規格の統ーというようなことを行

って品質の向上をはかつて居ります。一般の御認

識下さる原形スレートどいうものt 、製品の向上

と南キ相まってますます今後その方面の需要の多

〈なる ε と.と‘ 思います。

先般工業技術鹿からわさ' わぎ開丙の業者、並び

に筆者の御意見をきき Tこいというので堂ゼルで合

合い? こしまして、大休向うの原案 tこい〈ぶん修正

を加えました程度のもので関西の意見も入れまし

て、大休三十六枚板が規格になって居りま寸が、

それに準じ? こ四十二枚板も必要であれ比較的戦

後の住宅面には大きな面積雪P屋根が少いので、三

十六枚紋ーばかり ，では体裁も面白〈ないから、二本

建にしにらというのが開丙の意見でしたが、それ

も入れられまして、最近の機関新聞に規秘が本決

りになっ? こようなことが載って居りましに。

C  ;J 、田島〕 スレートの形ですが、溝なぜ色キ

と思いますがあれは各メーカ戸全部同じ恰好です

か ?

〔松井〉 鞍時中は全音s統合しまして、約二十

種類ぐらいの色キの形がご' ; [ いまして、特許1: と

か登銀行とかゐちましにものを軍需省で規格統一

しまして三十六枚板の形に→定しfこのであります

〔小田島〕 そうでないとニ、三枚破れたとき

痩つにスレートがゆ〈ことになりますからね。防

水は大丈夫ですか?

〔松井〕 スレートは凡て高l墜プレスで三千ポ

ンド、乃至宝千ポンドの塵ガを加えますのでご〈



綴絡になりますから、吸水量が百分の八以、内です

み、 7K という問題に就ては御心配ごゴいません。

〔小田 島〕 最近やつに例で雨がもって図つに

というようなこと がありま しにが、そういうのは

製品が惑いのですかね?

〔松井〕 それは石綿でしょうね。? こ花新しい

ヱ場の中には技術の面で非常に疑問のある工場も

ありまして、これもさきほ乞お話のありまし? こよ

うに丸公といっしようなもののあるにめにさ' うも

組製濫澄b>多〈て因りますρ

〔小田 島〕 セメントなさ' は十分に入ります

か ?

〔松井〕 とれはますます第屈になりま寸。現

在近畿地区で約三高六千坪の生産に封するセメン

トの配給量は約六百トンですから、五千坪ぐらい

しか配給がありません。

〔小国島〕 あとは乞うするのですか?

〔松井〕 結局あとは代用セメントといっしよ

うなもので補っているわりです。

〔小田島つ 最近愛知将のタタキ土と申します

か、ああいう物で法ている所もあるそうですね。

〔松井〕 ぞれにつきまして今度私5 もでラス

メント瓦という のをとっ t って居ります。これは全

然セメントを佼わ＿に鍛粉 Ｑｾｾ でつ〈り上げる、

見本も本日ここ iこもって参りましにので、あとで

御覧下さ L 、ますよう・…・・。

〔波法〉 あれは生産はさ' うですが? 、大分出

て居りますか?

〔松井〕 ま? ごなかなか生産は上らないので守

が、月二千坪いうことになって屠ちます。

〔小田 島〕 朝日スレートはぜうですか?

〔古))1 )  私の方は波形スレートをやって居り

ますが、封殿中、あるいは鞍後にかけて材料がな

い? こめに、いま松井さんからもお話のありました

ように殿時中は石綿など殆んぜ入手できない、で

きても非常に低額なものでしにので、 輸送中に破

損したりするようなことも相官あったらしいので

あちますが、殿後になりますと、軍の隠匿物資b>

相官出廻りまして石綿の方は楽になりましたが、

セメントが窮屈であまり良いものが廻ってこない

という紋態でありましにが、まあゼメントも配給

が最近 Ｑｾ んにんと士宮えて会りまして、相官良い製

品ができて居ります。右綿の方は我キの曾祉の解

体般に使用し? こ材を再生してやるとし、う風にして

現在相官良いものがあります。

現在の波形規格は強度で烹キロと L 、うことにな

って居りますが、大休百十キロぐらいを目標にし

て居りますが、結局値段の問題がありますので、

現在の生産コス十が殆んぜ丸公では儲けにならな

いというようなことで値段の引き合うものをとい

うようなところでつ〈って居ります。生産散量も

現在さを閣で月産十六、七高坪ぐらいできているの

じゃないかと思います。波形にして宜十禽枚ぐら

いですね。現在の品物でし? こち十分使用に耐える

と思っています。

〈小田島〕 山本さんに今度はタイルのことを

お伺いしますが、これも結局石炭に依存するとこ

ろが非常に多いのですが、その出る散量と申しま

しょうか、鞍宰直後よりは増えて居りますか、鞍

前に比して如何ですか?

C  I] J 本〕 そうですね。鞍前のところまではい

? っていないと思います。但し輪出の方は相官馬力

をかけてやって居りますから各工場とも非常な希

望をもってやって居ります。終戦後の進駐軍の需

要は真に意外でし7こ。鞍宰に放げて鹿野原になっ

艮

冬季耐 ス 的

任むな@轟
Jレ ト 阪 優

タ 防 官 川 タ

施 ル 水 北 I  秀
市 直 安

工工事事工 長鳴器 4禁L t_， 1歪T フ慣

尾筋 vふス‘ J エ

町二藤 h ル

率ァ一 ￯ｩｬｾ 哲 ト
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てすぐにタイルb; 要るというようなことはあまり

に考えていなかったことで、現在もそういう気持

が業界全体に渡って居1 . i ! : 思います。幸い他の商

品もあるいはそうかも知 ft ませんがタイルの斡出

なさ' の場合、最近他のところはいろいろ制眼があ

りますが、J : : n度貿易はある程度の低いものまでぜ

んざ' んともっていってしまうので、この間色私き

いて篤い fこのですが、普通の夜質タイルのかけに

ものをカマスに入れてもっていつ? こそうです。

今我身内地の皆さんにお願いしている五寸角の

もので十二回、歳近メーカ{ から倣上げを要求せー

られて居りますので十五、六固にも最終版受領格

がなるかも知れませんが、それでも寅れ競い、元

来さ' の商品でもそうです b; 、ことにタイルはガラ

ス、セメント、金物なさ' よりもど〈に遠慮、と申し

ますか、備段は成可〈御誤算に合う様に、又少し

でも多〈使ってい? こだ〈れ、う風に製法家はじめ

販資業者も心がけて居つ? このでありますが、鞍後

におきましではし、ろいろとやりに〈いので値段が

高いのじゃないかといわれますが。そういわれる

と賓際高いので貨に困って居るのでゐりますが、

工場の粧僚の商から申しますと、このイサ. 頂かない

とやれないと、いいつつ現在でも倫段を遠慮レて

みな申して居りますが、はからすもいま e申しまし

たように、印度貿易が始まりましてカマス入りの

かけタイルを要求されましでまともの四角いもの

を出すよりその方が倫段がよいというわけです。

賃際はもう破ってしまってカマスに入れて印度

建

材

部

テ ッ ク ス

アロｾ '!J y タ-

F グ ノ イ ド 床 施 工

然 光 式 通 風 恭

電 T

気 妄 -

F 式

関 隈曾事土

代 表 者 高 橋
、進

大阪市西直江戸期上通一丁目玉番地

穏; 苦言土佐娼@ 3 4  2 5 番
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に出し? こ方がよい、世話もな〈てよ L 、の1: : が、そ

れでは内地の復興に謝してメーカーとして良心的

に苦しいので出して居るという L とをききました

が、このことが敵字的にぜの程度まで本宮に、ーそ

ういふことがあっ? このか、ま 7こ事実Eがあるとして

も本嘗に一部の事責で果してそういうことになり

得るかということ/ J ; いえるかさ' うか疑問でごぎい

ますげれ芝、まゐそういう話があるようなわけで

ありまして、ぜうも終毅後は我。キが背設計者の方

から、あるいは請負者の方 4 ・からタイ} ! . 、タイノレ

ということで御用をきいてきたような心持ではい

けないよラな事情になっているのじゃないか。製

議の面でも債格( i ; 高い、すなわち右茨t ; 高い、あ

るいは電力事情が惑い、また現金のことをいうと

悪いか色知れませんが、物品設がタイルにも少数

のものを除いでみなかかって〈る。そこで何とか

安〈て面白いものを見出してこい、それを使おう

じゃないかということで、私ぎもも設計者の方に

喜んでい Ｗ こ ｲＺｾ りる立波なものを一つできる＿ごり経

済的に、 ，又良いものをとロ戸カルを活かしてつ〈っ

たらというような7 態しほらしい考えをもってみ

? このですが、? ことえば耐火煉瓦のようなものでも

よい、赤煉五のようなものでもよし、から相官大量

に、終戦後の日本文化の? こめに相嘗滅足すべき性

質のものであるならということでしにが結局タイ

ルということである以上、物品税が〈つつくとい

うような事賓にぶつかりまして、こういう考えは

間違っている、むしろそんなに安〈できるもので

はないということを開係者が知りましてその方に

もその話をしましたところ、なるほさ' というよう

なことでそれは全然放棄してしまっ? このでありま

す。ぎうも私非常に残念に定、いますのは、貨幣償

備というものが十分頭に入ってし、ないせいかも知

れませんが、非常に高〈て申しわけない、しかも

先亥1J 色申上げまし? こ湿り、輸出の方が、宮然まあ

そうあってほしいわけでありますが、まことに活

況を呈してお寸、その検出の慎向にまって内地の

需要が左右されまして、都合によると三寸六分の



ものは委を泊、すかも知れない。これまでは五寸角

吋梯底する場合があっτ 色、三寸六分 ばいつ色豊

富であっfこ。備段も高い 、使われる量も少 いとい

うので安心して居りまし7こが、最近は三寸六分と

い うものが車検出から消えまして全部五寸角になる

かも知れませんが 、従って三寸六分のものの生産

をやめる。全音Bがそうではないかも知れませんが

一、二の大手筋がそういうことになるすこめにそれ

に準じてやるということになり品種色、備段も職

出 lこよって;左右されるということになる。ぞれに

今度御承知のようにｾ替の新しい制度が決りまし

て、こうなると車検出の・方の経轡面白におりる関係が

襲 っ て き ま す の ? 、5 うしても内地の方のものを

これまでのようにカパーすることができないとい

うような獄況にめるらしいのでございます。とこ

ろが 、内地用のものは御承知のようにそう活稜で

はゐりませんので、この間さ' ういう風に落着〈の

か全〈混沌としているということを申上げおいと

さきほ f から考えて屠ります。

これを慨括的に申しますと、幸いにして1: んに

んと復興して参りまして、ぜ' んなタイルでも御注

文に依て造ることができる 、叉つ〈ろうとしてい

る意欽が相官はっきりしてきましに。又、先程も

ざな寸こかがおっしゃいまし? こが、焼げに 1: れfこ紋

態をみますとタイルという様なものは非常に影b;

薄い反面、此頃焼ピ J J.. の改装、殊に輸出方面のも

のをつ〈る生産工場の整備が案外にカ強〈賓施さ

れつ〉あり、そこへもってきてアメリカ流とでも

申しましょうか、非常に衛生施設が高度に要求さ

れ、例えば便所にタイルを使うにしても、いまま

で三尺か、二尺五寸積んでいにものを天井まで使

うというような傾向がご 5 いまして、債殴も高〈

ならねばならぬような面もあり、ま? こ安〈ならね

ばならぬ面もあり 、悪い意味でな〈そう い う風に

担沌として居ります。併し1: ん1: ん本格的な需要

に接近しつつあるような祭がしますのでちょっと

思いついにピけを申上げます。

〔小田島〕 色なさ' はぜんな色でも全部局由に

できますか ?

〔山本〕 そうですね。さ' んな色? でもというと

ころまでは診りません。大体タ イルというも のの

需要は専門家の方の需要を封象として今日まで成

長してき Tこのであります。しか し験後は専門家の

需要より一般の素人の方の需要と いうものに非常

に支配されてきまし七。第一、色にして色 tr しろ

原色に近いような、 普通事門家なら見向きもしな

いような、我々も持ってゆけないようなものが f

んさ' ん寅れている。皆さん街を歩いてみて おわか

りでしょろが 、大獄一寸八分の俗っぽい ものが案

外大量に使われて いる というような扶態でありま

して 、まあ1: /v1: んとさ' んな色で色 、さ' んな形で

もできるようなと ころに近寄りづつあるという返

事はできます。

〔小田島〕 貨は最近紳戸のゐるホテルに硲家

のK 氏がホ ールの壁に模様を脅かれまして 、 ぞれ

をラスモザイツクでやって唐りま しにが、これか

らはやはり祭ー面にはてん1: んと増えるのじゃな い

かと思いますので 、勝手・な色が出るよラでしにら

この利用も多いと思いますね。

(  11j 本〕 私感じますことは 、焼跡であるが故

に、敗戦闘土であるが故に 、斯様な慢ものによる

色彩を表現すると ころのグイ JL; :b;斯様に要求され

るのかと質は驚い ている 需でごｾいます。併し資

際もうすこし安〈できませんとね… … 。材料が高

いばかりでな〈、手間賃も高い、叉物品税の関係

も・ありましょうが 、一つできる 1: け近い機合にタ

イル業者なり 、建築有力者のカによってもうすこ

し安〈できる様にならないと困ると居、いますね。

裕子とか 、セ メント 、 その他の必要欠ｾべからさ Ｇ

石材料ならば、そう L 、うこともあまり痛切には思:

いませんが、極端に申しますと、あつでもな〈て

もよいという様なこ t もいえるものでご 5 います

ので 、もうすこし安〈ならないと，困ります。

〔小田島〕 タイルに関連して同じ石茨を使う

硝子製品についてお伺いしたいのですが。硝子は

最近非A' ・に窮屈でご さ' い ますね。貨物み 7こいに扱

1- 3  



って居りますげれ5 色、非常に小さいものが多い

ようですが 、鞍宰前み? こいに大きなプレ ー トガラ

ヌのようなものは手ーに入りにくいのでしょうね?

〔村田〕 プレ ー ト、ガラスはある事情で製造

を中止しているのです% ま 7こぞんなものを使うこ

ともせ' いに t ですものね… ( 笑撃〉つ〈ればい〈

らでもつ〈れるわげでごｾいますが、一際製造中

止をして居ります闘係上一般に廻らないので寸。

〔小国島〕 一番大きいのはぎの fすいですか?

〔村田〕 現在規格で一番最大のものは四尺六

尺でごぎいます。ぞれ以上のものもつ〈れるわけ

でごゴいますが、大体規格を最小限度にとめられ

て居 b ます。療としては大きなものもできますが

大休幅が五尺、長さ約五十尺〈らいのものが蓮績

して出て居ります o; 、これを遁首な寸法に切って

しまうわりです。厚みは最大六ミり、それから五

ミリ、三ミリ、一般に使って居りますごミリ、こ

れt: けの種類より出て居りません。

鞍前に比較しますと最近は生産能率b; 非常に上

って居りますが、生産の目標を職前の最高能力の

四十五パーセ γ トということにして居りま寸。最

近の月産が旭、日本雨量土で約十五高箱、その三割

程度は輸出に振向りられて居ります。蔑りのもの

を関内の進駐軍、その他八割l嘗てられているよう

な恰好でご 5 いまして、一般住宅用としてはー坪

に劃して十二・五2 f 方尺の劃営を設げられている

わけでありまして、普通建築に封じでは賓際必要

量の約七割程度でごぎいまずので、ぞれ以外の/ も

のは結局ヤミでやっているというような恰好であ

ります。

製品の種類も現在やって居りますのは、五ミリ

透光と、六ミリ、三ミリ、二ミリ、準校専用の銀

線ガラス、そ n以外は一般需要の三ミリ以上は全

部寸法は四尺、六尺守、二ミリの寸法はニ尺三尺

迄・となっておりまして、ぞれ以外のものは全然今

日ではやって居りません。

〔小田島〕 昔はカタガラスとかいろいろとあ

りまし7こがね… …

14 

〔村田〕 最近ゃっπ 居りますのは梨地板、斜

子板、ダイヤ板の三種類でそれ以外はやって居り

ません。

〔小田島〕 色ガラスはできないのですか?

〔村田〕 これは現在やつで居りません。つ〈

つてはいりないといちわけではないのです bペー大

休需要の方も現在はあま bない。鎖道その他の信

器用に特殊な方法で多少やって居りますげれさ' も

一般メーカーとしてはやって居りません。

f 小田島〕 これから数舎なぜ'ができて必要に

なるのじゃありませんか? ステインドガラスな

さ'・・・・・・。

〈村田〕 これほ殿前の草食入品で焼げ競りがい

〈らかごぎいますので、そういうものを現在利用

して居ります。

〔渡塗〕 アミイりガラスは?

〔村回〕 これも現在はやって居りません。進

駐軍其他特定部門の注文の場合にはつ〈っており

ます。特殊なものは進駐軍の注文以外はつ〈らな

いことにして居ちま寸。

〔渡謹〕 穿L白色のものなぎは?

〔村田〕 これもいまの E ころ町工場でやって

居ります関係上、サイズの小さいものしかできな

い。寸法一尺王寸角〈らいのものでしょうね。そ

れ与u : のも，のは現在できません。

〔渡謹〕 ガラスの原材料の方は?

〔村田〉 原料は相官量ごさ' いますし、製品も

相官量できるわけでご 5 いますが、結局ある一定

のワクを設げまして必要先に封して然を蛮行して

居りますが、このきまが手に入らないTこめに結局一

般大衆には廻らないという恰好でございます。大

休製品としては相官にあるが、虫学が入手できない

ために品物が手に入らないという矛盾しTこ扶態で

ご5 いま寸。

〔渡謹J そう寸ると珪多量と、生産量の関係

がとれていないわけでごｾいますね＿

〔村田〕 大体本省でオベて劃嘗をやって居り

ますので、順調に岩手を夜行して〈れれば生産高と



バランスがとれるのですが。製品ばかり先に進ん

でゆ〈という恰好で、袋f : t ; 順調に出てこないため

に品物があっても手に入れることができないとい

うような恰好でご 5 います。

〔小田島〕 大商さん、防水のことをお桐いし

たいのですが一一。建築設計をやるものは名前は

知って居りますげれさ' 色、防水というものがセメ

ント防水にしてもぜういうもので出来ているかと

いうことを全保知らない。 Tこピ防水といって居り

ますが、セメント防71 ¥にも何十種類がある需で寸

ね ?

〔大商〕 私のやつで居りますのはアスフアル

トの防水でごさ「いまして、防水工事については経

験深い志垣ーさんも此の席に居られますので、私カ

ら串上ることは借越でありますが御指命により御

答え申します。

私、本日は技術部門、請負部門の方々に御願ひ

し度い知って蹴き皮い事を先す・申上げfこいと居、ひ

ま寸。ぞれは現在の防水業界の材料のこ t であち

ます。皆儀御承知の湿り殿前には J レーフヰングに

もMより、 3蹴フヱルトは l 説- 4 説と他にコッ

トン・ヘツシャン、麻糸、銅締等のメッシユ( 網

紋) J . . . - フヰング〉と色キありまし? こが、戦時中 J レ

ーフヰングは 2 2底、フヱルトは 2 0 "1if と統制さ

れ現在も此の規格で生産されて居れ網扶ルーフ

ヰングは資材の関係上奏を見せません。然るに時

? こま之等の網紋品を指示されるを見る事がありま

す。( 仮に現品が只今あってもそれは鞍前の製品

でありますから、外概は具献な〈共相官風化して

居ると恩ばねばなりません〉之.は資材の豊になる

主主御見合せを闘はぬと、請負者は勿論吾等施工業

者も見積に因るのであります。

次にアスフアルトでありますが、只今の鹿スト

レートは Oー 10 10- 30 40- 60 60ー 100、プロ

ーン 0 - 5 5 - 1 0  10- 20  20- 30  30- 40 と

規格されて居りますが、一般にプローンが上等品

でストレートは下経品? ごと考えらt L て居る様で、あ

ちますが、アスフアルト本来の性能を具備するの

はストレ{ トであります。伸張度、腰着力、展延

性、防水性、勝減度等はプローンに勝って居りま

すが、熱に封する感度がプローンより鋭敏である

事が欠点でありますが決して下扱品でない事を認

識願ひ度と思ふのであります。

現在の生産妹態か'らプロ戸ンは非常に少な〈、

殆さ' ストレートの配給でありまして、 f芥色希望す

る針の度品を必す・配給されると言ふ課でありませ

ん。端的に申せば俗に雪』、『お・あてがい』のAA態

でありますから、針λ 度何度品をと強請されます

と只今の慮、英の希望に添えぬことが多いかと思

いま令。叉生産工場も日石の外数社あ b何蕗の製

品b;配給されるかわか 6 陪のであります。

四月一日から配給公園は廃止され、各生産工場

に所認する配給所で現物化することになりますの

で、挟1) 賞をもらっfこ場合は自分の好い生産工場の

品を良い品をと謹揮する事が出来ると恩、ひます。

(  11、田島〕 アスフアルトが熱に鋭敏であると

いうことが建築では困って居ります。屋上に防水

をしましでも、上巳モルタル、まにはグイルをは

ってもそれが流れましてトユを防ヤという場合が

往今にしてごｾいますが、そういうことに樹して

の抑研女はごｾいませんか＿

〔大商〕 それはアヌフアルトの使用量にもよ

りますが、要は施工業が針の度、即ち硬さの選揮

を誤って使用しfこ結果で、例えば屋根の場合1 0 -

20か20- 30を使用寸ベきに、 40- 50を使用しに震

に流れ出るものと思います。

吾キ工事業者としては施工場所に適合する硬度

の品を濯ぴ賢任ある施工をするのが常識でありま

す。現在の配給機織下乏しい規格の中でも此の念

を忘れるものではありません。? こま? こま何でもよ

い貼ってお¥1 と夏が来ればアスフアルトが流れ、

立上りは倒れるのもおかまいなしと言ふ無責任な

施工者が無いとは言えません。之等は自らの首を

締。めるものと言わねばなりません。要は施工煮を

吟味して責任ある施工をさせることを希望しま

す。
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〔小田島〕 普通の屋根はちょっと勾配がつ〈

とすぐ流れる傾向が多〈なるようですが、この眼

度はないものでしょうか?

〔大商〕 アスフアルトの良質なると硬さの選

揮を得ば相官急; 勾配でも大丈夫であります。此例

は外悶品使用の場合ですが 、施工は大正の末期で

あっ? こと思ひますが中之島中央電信局の屋上再側

に念勾配の丸屋根があります。現在でも異常はな

い絞ですじ、叉大阪書籍津守工場の屋根は鋸屋根

で相嘗勾配あり日. つ防7K露出でありまし? こが、ア

スフアルトの流れて因つにと言'} . 、事はき〉ません

商産品では念勾配の施工経験を持ちませんので礎

資な事は申上られませんが、夜度を吟味してやれ

ば普通臼本屋根の勾配位ひは大丈夫かと思ひます

序に申しま寸が防水層の上に往今アスフアルト

モルタルを塗装される向がありますが、理屈的に

は防7KR雪とアスフアル トモルタルが一体となり誠

に結構ですが、アスフアルトモルタルは必すe段 裂

を生じますので、其の際に一体になってゐるかな

しさ、防水層も設裂して雨漏りの原悶をかもしえ

すから、防水唐に直接アスフアルト舗装は避けね

ばな b ません。古い話ですが 、神戸市の小撃校の

屋上に之の方法を採られましにが、結果以、上連ペ

Tこ通りになった例もありま寸。

〔小田島〕 地下室の防}Kの存命はさ' の〈らい

でごぎいますか?

〔大丙1 私の経験は湿去30伴で字分 iま外留品

を扱ひまし7こので、何年位ひの寿命かと言はれま

すと 30年以上は何とも申されませんが永久的存命

があると自信して居ります。防水厚? の故障は今日

産自分の修理しに経路を見まするに大部分保護磨

の段裂スラプの設裂パラベットの飽裂等が原因し

て居り、防水層自体の腐酎! に原悶して居る事はあ

りません。国産品では私の知る古いものでは大阪

鍛道局聴会、? こしか昭和二、三年頃の建設であっ

? こと思ひます が、地下室、屋根防水はルーフヰン

グ・フヱ，レ ト・ アスフアル ト共闘産でありましに

が今以て故障の喝をききません。
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〔小田島〕 最近突然スレート t :t ごいぶ出廻っ

て衆Tこようですが、一つ突然スレートに就て志垣

さん 5 うぞ。

〔志垣〕 終草没後宮城鯨の登米地方産出のもの

が此開商方面へも出廻って衆まして値段も安いと

い;ふのでお、迎され、最近ではスレ ート の本場であ

る宮城牒の雄勝地方で本格的に採掘するようにな

りましにので、背ながらの純‘黒色尺二寸× 六寸も

の以下定尺ものがざんぜん出廻って参りましに。

御承知の如〈突然スレートは主として洋風建築

に用ひられ、東京醇なさ' は英代表: 的なものだっfこ

のですが、洋風建築も次第に鍛筋建築となり勢ひ

フラットルーフになっ? こ聞係から、突然スレート

も一時影をひそめて居? このであ b ますが、格段後

木造建築 t ; 多〈なるに蓮れ、必然的にヲミ黙スレー

トが再び世に出fこ需であります。

現在の屋挟材の殆んｾｻＩ［其製産に多〈の燃料を

必要としますが、突然スレートは豊富な突然資源

で人王子きへあればい〈らでも製出できるのであ b

ます。従って燃料不足や人的過剰に悩む我留に於

てば、こうしに資材を大いに利用して頂き? こいの

であります。私も此仕事が最も有意義な仕事fごと

思いまして、本業のアスフアルト工事の傍ら此突

然スレートの事業にも積極的に乗出して居るよう

な次第でゐります。目下兵庫牒臨め. 癌合復奮工事

の屋根に此突然スレートを葺いて居りますから、

お通りカ tかれこ御菅い? こてき? こいと存じます。

(1] 、回島〕 債格はぜんなものですか?

。〔志垣〕 建物の犬小や工事の難易等により一

概に申上られませんが、俗に三枚重ねといって居

る一文字葺で一坪千五百間前後、網目型莞fごと千

三育園前後で莞けます。

(/J 、国島〕 脅からの考八方で突然スレートは

乞うしてもー尺勾配ぐらいないと面白〈ないとい

う風に考へて居るようですが… …

〔志垣〕 天然スレート? ごから念勾配にしなく

ちゃならんといふ理由はありませぬが… … 矢張り

外瓶美を監まれるからでないでしょうか。雨漏り



の点から申しますと天然スレートは三枚重になっ

て居る上に、一帯奥の重ねで白木瓦以上の霊ね掛

けをいにしますので、四寸勾配位でも大丈夫なの

です1が・. ....

〔小田島〕 天然スレートは屋根以外に壁なさ'

に用ひf こら面白いと思いますが乞うでしょう。

〔志垣〕 産地に近い東北地方では外壁や腰張

ちな5 に感んに用ひて居ります。先頃あちらを放

行中に土識の外壁に用ひであるのを見て大慶面白

いと思いましに。スレートを壁に躍ればモ J レグ Jレ

壁に見るような範裂や裏に雨水が廻って木部を脅

らせるよ『な事もありませんから効果的1: と思い

ます。今日まで此方面の宣惇が足りなかっ? こ嫌い

がありますので、今後此方面にも大いにお奨めし

? こいと存じます。

倫天然スレートを壁なさ' に用いまl ' と屋根に用

いる場合程重ね掛・ける必要がありませんので、材

料 D>軽減され非常に安〈上りま寸。まに此原石を

グイルに加工したら面白いと思って考究して居り

ます。

〔小田島〕 突然スレートを星空に用ふる場合下

地さへしっかりして置りばよろしいのですね?

〔志湿〕 ぞうですね… … 一坪の重量が僅々ご

十四五貫ですからむやみに丈夫なものもいりませ

んが、釘がよ〈キク程度の下地が望ましい。そし

τ 銅釘を使って置のば湾代ものです。

〔小田島〕 スレートを壁の守に張ったらさずう

でしょう?

〔志垣〕 ラスの代りに張瓦にしても面白いで

しょうね。

〔小田島〕 乞うでしょう、I 1J 本さん、屋根の

スレート叉は瓦の代りにタイルで茸〈ということ

即ち薄いタイルを考えられませんか?

(  I1J 本〕 そうですね。前にそういうことをや

っfこ事もありますが、相官高〈つきますからね。

〔小田島〕 フローリングの方のお話をお伺い

いにします。進駐軍の方でさかんに使って居りま

すが、乾燥が不十分なせいか非常にスキが出て、

それをまに向うではとても嫌うのですね。なっと

らんじゃないかといって我# 叱られて居りますが

あれはやはり乾燥不十分のにめなんですか?

〔若林〕 私さ' もは普通のフロ戸リシグでなし

に他の方をやって居りますが、結局乾爆不十分の

? こめと、さねはぎのところがうまくついていない

のじゃないかと思います。加工をもうすこしうま

t しにらこの欠点を補えると思います 。最近加工

の仕上げは非常にます・いので、十分乾操しに材料

を使えばその欠点を補えると思います。

〔小田島〕 最近はそろそろ本建築らしいもの

も出来て衆ましにが、そういう方面の使用はぜう

です? か?

〔若林〕 さ' ちらかと申しますし現在は従燕

鞍等で破嬢され ｦ こところを修繕する程度でごｾい

まして、新Tこに建築するということは少いと思い

ます。家具なさ' に使います用材でも従衆は自然乾

燥で一年ぐらいは乾燥して居りましにが、最近は

伐り出して三ヶ月位いのものをもってきて使って

居りますので自然狂いも多いわけでごｾいます。

まによいものは殆んぜノルウエーあ? こちへ輸出す

るので、材料を吟味して使うということができな

いということが原因になって居るのじゃないかと

思います。

〔小国島〕 材学} は相官に豊富にあるのです

か ?

〔若林〕 いまも申上げまし? こように、第一に

輪出でその珪りを内地用に使うというので十分に

は、やはり入りません。

〔小田島〕 ー態皆さんの御意見を伺いました

ので、あとはフリー・トーキングということにい

にしまして、作 ｊ かいい蔑されにことがごｾいまし

にら御遠慮、な〈御設表を願いたいと思います。

〔回中〕 関係合祉でごさ「いますが、本日は列

席して居りませんので私から申上げますが、名古

屋に日東石膏というのがごｾいまして、最近新し

〈研究しまして日東プラスター. 日東プラスター
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ボードという新製品を琵資して居りますので. こ

れにつきちょっと筒翠に本席で説明して〈れとい

うのでさせていただきます。

日東フ・ラスターというのは境石膏を主原料とし

てこれに増強剤、硬化、弛緩、調節動ll 1. よさ' を調。合

した化撃的壁材料であり、これの特性は直ちに7K

を加えて使用できる、 7Kに混ぜZてねれば自己の化

撃的作用によって上ぬれ詩句二時間、下ぬりは7K

し砂と、少量のスサを混せ' ておってわ令か三時

間で夜化をはじめるので、作業開始より仕上りま

で二、三日で十分であるので、作業回数が十分の

ーに短縮できる。その他いろいろとありますが、

見本も持って参りましたのであたで御覧下さいま

すよう、説明書もお廻しいたします。

〔松井〕 新奥材料につきまして、ちょっと御

説明申上げます。これは畿宰官官から研究されて居

つ七のでありますが、大量生産工業化するまでに

至っていなかったものを、終戦後織の錆を利用し

て援結するカを加えて一つの又レートにする、瓦

にするということを研究して製澄に着手したので

ありますが、御承知の通り石茨が少しも要ら今、

電力におrいてセメントで百八十キロ; 要するに酎し

ラスメントで百キロでできるという特徴がありま

す。ま? こ鱗粉の原料はいわば屑銭、織の切屑が主

材で、終戦後鍛工所なさ' で E んぜ' んきり粉、ある

日 東 プ ラ ス タ ー ( 石 膏 性 )

日東プラスター@ボード( 型ーの

日東石膏株式曾枇
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名 古 屋 市 中 川 直 小 確 町 2 0 番

電話築地⑥1457. 1360. 1184. 24.71.

いはグライ粉として底分に困っていましにものを

集めまして、ミルで粉砕してやるのであ b まして

しかもセメントより安しセメンヒの三倍の強度

があるというので非常に有力服されて居るのであ

ります。倣段はセメントの約字分で C ぎいます。

〔小田島〕 終段後四年になりますが何か:前に

は無かつに様な新興材料の御話はありませんか?

〔田中〕 私乞もの方で新型衛生陶器を考えて

居ります。と〈に殺後の住宅向きとして偲所は建

物U川、さい院係から大小粂用の何器を考えて居り

ます。ちょっと感じは列車の便所のようなもので

東京では水洗式で相官大IJ 、衆用で使って居ります

し、現在鍛筋アパートは大小乗用になって居りま

すが、これを一般住宅向きにもおすすめしナこいと

思って居ります。

〔波法〕 屋根材の方で何か他にありませんか

T もっと騒い、経; 勾配でもふける様なものなぜ。

〔古)11 )  軽さから串しますしやはり波形ス

レートが一番よいのじゃな L 、かと足、いますね。

〔松井〕 勾配の点では厚形です幻。 7K きりが

二段構えでとき「いますので三寸〈らいの、勾既以も

つでしょう。

〔問中〕 さっき申上げました附麗器具をやり

始めましTこさ. な理由は、衛生陶器と附属器具は切

っても切れない院)係にありまして、衛生陶器がよ

〈ても附聴器具が悪いと、セットとして完全なも

のにならないので、これでは不何1: というのでや

り始めましにもので、いすれ見本なさずも御覧願い

? こいと思います。

〔小田島〕 では長時間にわ? こりまして、いろ

いろと有袋なお話を承りまして、有難うごさ' いま

した。 ( 完〉

前説( 第三蹴〉に採載の装飾界のニユ戸. フエー

三の記事中に紹介護t しましf こエバーライトは、目

下、商成l i l ! . : のM林式合祉にて製作中であります。



ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 の あ り 方

職時中総てが拙速主義一時の間に合せ的に取扱

はれ終験後も原資材の不足不自由深刻のにめ、各

建材は規格は勿論質的にも低下し、 E つ品梯底と

? て充介なる濯捧困雛である上に、各職方も此のイ

ンフレの御時ilt Jl:: tr 無事とは言へ只管牧入の多か

らむことのみに波頭して戦前の如〈自己の校側を

誇る念を失ひ、現場指導監督者亦英作業の念: 所を

知るの経験浅く、随て技術の民髄殻揮に欠る魔あ

るやの感深し斯〈ては復興建設の将来に憂慮さ

れる所以であります。そこで私のにす・さわるアス

フアルト防水工事に就て休験を述べ、現場指導監

督の御参考になるを得ば室長ひと思ひます。

凡そ何事にも大なり小なり肝慮と言ふか念所と

言ふものがある如しアスフアルト防水工事にも

多〈の急: 所があるので、以下アスフアルト防水ヱ

事( 防水工事と略構〉の施工法と共に其の念所・を

述べませう。

防水工事の全般的念所を一口に言えば、何枚か

貼るルーフヰングなりフェルトの各層がアスフア

ルト熱液( 以下アスフアルトと略稀〉に依って完

全に密着して一枚となれ併も下地に落ち付いて

ゐることであり之れを建成するには 、

(  1  ) 下地セメントモルタ J L の豆町骨に塗装され

ゐること。

( 2 ) 出角は丸〈入角は傾斜に塗装されゐるこ

と。

( 3 ) 貼付するアスフアルトの加熱度の加減。

( 4 ) アスフアルトの塗布平均にして J L ーフヰ

ング・フェルト等のアスフアルトと将着せ

しめること。

英 他7]( 切り 7]( 仕舞の設備保護屠の施工等があり

大 幸西 七

ます。

施 工 の 順 序

防水層は必要度に態じ( 木遣の場合コンクリー

トの場合) ｊｌ Ｇ ｾ フヰシグ・フェルトの混用を Ｒ 枚

3 枚、 4 枚と色キ組合せるが、少ないから故障が

ある、多いから完全1: と官ム轄でなし念所の雪量

き施工を得ば回敵少な〈とも故障を招くものでな

〈枚散の多いことは耐久度を増す意味以外 lこはあ

りません。

先十下士訟を消・帰 して第一層を水下より氷上へ棉

手を重ねかけ、普通 6 - 1 0躍としてアスフアルト

熱波にて貼ち ま住み 、第二居も亦問桜7K下より貼り

始めるのであるが 、此の場合 J l.- ーフヰングの幅其

のま〉を貼ると種手b; 第一居と同じ場所に重る、

之は避げねばならぬ( 設計仕儀書に種手乱れにと

あるは此民主の注意であります〉から、第二月号の貼

り始め丈は J L ーフヰングの巾を牟切にして貼り衣

より幅をそのま h 貼 れ 第 3 麿は始めから其のま

〉貼0 ても植手は乱れとなります。

卒 を 貼 る 場 合

施工者の一人甲がアスフアル トの流し刷毛にで

描げつ冶塗命後退すると、乙が臨を落し巻である

ｊｌｾ フヰングを押し付りつ〉返れぬように且つ雨

足でルーフヰングの南端〈植手ずつをコスリつ〉進

む、事支る程度進行しT二時甲は J L ーフヰングの耳

( 南端) にハミ出 fこアスフアルト液の冷却せぬ聞

に刷毛で繊手を押へ目塗りをすると共に塗り棋げ

る、之の作業を繰り返し所定の枚数を貼り経れば

最後にアスフアルト液を塗布仕上とするのであり

ます。

ルーフヰングの耳に出? こアスフアルト液を主主り
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損げることは、植手の目塗りとなる一方、アスフ

アルトを英のま〉にして冷却するし其の部分丈

高〈なり次の麿を貼つに場合精もすると袋になる

憂をな〈するが震であちます。

甲/J; アスフアルトを平均に塗布後退する、乙 /J;

押し進u 速度の加減が一致せぬと肌ばなれ浮を生

す・るから熟練工の施工を必要とします。

バラベット等立上りの施工

7K下から槽手乱れに貼る事は言ふ迄もありませ

んが、理想的貼方としては2 f ' - 30 糎伎の所から立

上り上端迄運績の一枚物を貼れ併も2 f ' - 30糎 f立の

嵐で2 f ' - ーと交叉するよう交互に即ち立て、第一麿を

貼れば2 f ' - 第一層を、立第二層を貼れば2 f ' - 第二磨を

と存立交互に貼るべきで、平と立上りとの入角下

地は傾斜面に、出角は丸味に塗棋を忘れては防水

故障の最大原因となる釣り浮きを来すから充分に

注意して平野着せしめねばなりません。排水溝〈樋〉

に蓮綴してパラベットの在る場合、しかも樋幅の

爽ひ稜此点に留意を要する。

貼 b方としては低い立上の場合は下地及} l . . - フ

ヰングにアスフアルトを塗布して貼り付げるが、

比較的高い場合は杓流しと言ふ貼方をする、即ち

各いfこ} l . . - フヰングを下地に押し嘗て其の間に杓

でアスフアルト液を流し込みつ〉押し付り貼ち上

るし、施工者は: z p . 立の蓮絡部に釣り浮を生せ' ぬ

よう充分落ち付け機手及全面をよ〈撫で、 3干に流

れ出? こアスフアルトは直ちに塗り延げることを怠

つてはならぬ。立上 h上端部にあらかじめ 7K却を

設置する。木造の場合はパラベット天端まで防水

を貼り天端は鎖板で包むこと、木造パラベット仕

上モルグル塗りの下地にラス等を張るため、折角

出来? こ防水唐に雨漏の原因を作る釘を打つ者があ

るが之れは経休に禁物で、ラスを張る場合にはフ

ェルト 6糎角f立に切れ之に結束用の鍛綿を過し

てトンボを作りアスフアルト液で所要の点に貼り

付げ、ラスを結束すればよろしい。落口は防水層

の回散が多〈なるから出来? ごげでおかぬと高くな

って7K拐ドけをさま? こげます。
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地下防水の塔合

下地セメントモルタルの干潟. 1 : よる塗霊長出入角の

塗方得は、屋上防水及バラベット防1K施工で述べ

? こ湿りであるが、壁地の荷重を受りる院係上下地

の塗方の重大な院係があります。

貼り方に就ては前述の場合と同様 Yである古; : zp. と

壁ーと各層交互に貼る唱 ｾｰ Ｇ ら第一居をｊｦーより壁地 ＱＵ

粧 f立立ち上げて、整地よりは第一屠を2 f - へ15糎 f立

かけて貼る。各層を斯〈交互に貼ることに依って

最も危険なる場所が倍の回数となり猛抗力の張い

層 と形成する。地下防7K施工の最大の念所は此の

部分の強力なることである。床コンク F ートは勿

宗主主笠の煉瓦とかコンク P ートの会カ日震が此の部分

ｩ こか〉るから、釣 Ｙｾ 芋き等があっては破傷し漏水

の原悶となるのである。穂子百しはさZ論壁土也は杓流

しとし耳: にハミ出? こアスフアルトは直ちに塗 b延

げると共に、全面充コスリ肌ばなれなきょう平安着

せしめることに官意せねばならね。

余器1r ' I ' あるが、理主首j 防7K施工の現場では棒を以

て所キを夕、キ、飢ばなれ'7!i かないか出入角に釣

り袋はなレかと慰霊に監督し、吾# も亦入角等は

踏んで見る等の注意を拶f;ひ、継手は工員と共にコ

スったものでゐります。昨冬大医江南ピ }l.. 崖上主

として門樋( 1 ' : J i7} 溝〉及バラベット院7Kの修理施

工に於て現場工事主任は、防7 } ( 工事の念所を熟知

されて居 b上遮のあらゆる念所に注意を梯ひ指揮

指導されて、久しぶりで快心の施工の出来たこと

を喜んで居る次第であります。吾冷から防水下地

は斯〈塗ってほしい、出入角は斯ように氷切はぜ

うlこと希望しても、雨さえ漏れねばよい水さえ止

ればよいので賞穫を言ふとお叱りを頂〈ことがあ

る。防水屠を施工し7こTごりで置〈ものなら下地の

沙キの悪い位は雨漏の原因とならぬが、保護屠或

は押へ施工迄に傷の付き易〈保護屠施工の結果、

慈い下地は故障の原因f こる破傷を招〈から、斯る

憂を避砂防水施工の完全達成を念す・る? こめ希望す

るのであります。

防水工事に一度失敗されに経験ある技術者、王見



場員は吾今より申出る迄もなし下地の塗方に保

護麿に 7k仕舞iこと各念所に高さをの注意を梯われて

居ります。斯〈してこそ防7 k は完全であります。

保護麿( 防水押へ施工)

以上を以て防水施工の説明はー遁り終りますが

肪 7k居は施工の全き丈で完成し? ことは言ひ推し

保護屠押への高金なる施工を待って始めて完成と

言ひ得るのであります。

保護車( 押へ〉にはコンクリート、シシグー、

モルタル、煉瓦積み等ありますが、何れの場合施

工にも防水屠を損傷せぬ注意と、平押八は塁主立上

bより先に施工するこし壁立煉瓦積みの場合は

街更であります。

壁煉瓦積みの場合、工員は煉瓦の外面を揃える

ことに意を梯ふ1語、防水面と煉瓦の聞に空隙を生

じ其所に不注意にも煉瓦の研ち屑等を折り込むこ

とがあるが、新〈ては防7k屠は外部より水産に押

され其の昼間丈り膨れ、英の上煉瓦研り屑で損傷

する。又植手t >ハズれる等の l故障を起し7k t扇の原

閣を招〈から、煉瓦外面の不揃ひは仕上モルタｾＱＭ

iこて修正するとして、煉瓦は防水層にスリ付りて

間隙をつ〈らぬように積み、祈り屑等穀物の混入

は矩休に注意せねばなりませ入。

地下室に於て湯水は外部か内部に井戸を掘って

防水面以下に 7kfす. を下げ、防水押へコンクリート

の夜化する迄穂積する事は言ふまでもありませ

ん。叉湧7kには移動性と停滞性とあれ移動性は

水量の割合に水産は少なし停滞性の地下水は水

量少な〈とも意外の7k堅があるから、移動性か停

滞性か多11断して抑へを施工せぬと防7k屠諸共床を

持ち上げ右事が往キあります。

材 料 規 格

段前はルーフイングはメ銃よれ 3 競フヱルト

は 1説より 4掠と英他にコットン、ヘツシャンの

メッシユ麻糸を以てするキンマレヤ、タイト銅綿

と綿糸で織つfこカツパーメッシユ等各種の骨材が

あっ? こが、職時中ルーフヰングは 6坪 4 合巻 2 2

E 、フェルトは 1 2坪 8 合 巻 2 01 i f の二種に統制

され、現在も之の規格にて生産されて居り、ヨッ

トン、ヘツシャン等は資材の関係上姿を見ること

は困難であります。

貼付用アスフアル干の規格、加熱度使用量とか

骨材の配合とかま ｴｾ ま ｴｾ 述ぶべき事柄はあります

が、次の機舎に譲ります。要するに防水工事は熟

練工員を擁する良心的施工を責任施工する信用あ

る業者に委託することが最も安全であ b ます。

前下に) 1 - - フヰング、フェルト、アスフアルト

の規格及現行@債格' . ( か〉げ、之の稿を終りたい

と患、います。

現 行 @ 債 格

22旺ル{ フヰング・ 6 支1' - 4合傘ー港1109園

201 i f フェルト・ 12坪 8 合各一各1330図

アスフアルトは下記規格でありますが、生産配

給の開係上只今の虞では針度規格の選り好みは困

難であることを串添へます。

ストレートアスフアノレト ( 24. 4. 1・改定〉

針入度 @  加算 ( 3 %) 販賢演格

1 0 =  301 24，730固
741園 25，471園

Ｖｾ］Ｑￕｏｪ＠ 23，110固
693園 23，803園

100- 200 23，870園 716間 24，586圏

甲プローンアスフアルト

針入度 @  加算 ( 3 %) 販寅債格

;ご 19} 27，820園 834闘

1 0 - 20 ¥ 

ＲＰｾ＠ 30 ｾ＠ 27，600閣 828厨

3 0 - 40 

乙プローンアスフアルト

28，654閲

28，428困

針入度 @  加算 ( 3 %) 販受債格

。ｾ ＱｾＱ＠ 27，280囲 818園

5ー 10$

1 0 - 20 I  

ＲＰｾ＠ 30 ｾ＠ 27， 060顕 811闘

30-' - 40 .)  

円

容 器 木 樽 斑 嘗 3，175. 19

特製木樽 "  3，454. 81 

以 上

28，098聞

27， 871図

( 筆者・共祭恋管工事長株式曾舵・軍士長〉
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厚 型 ス レ

1. 厚型スレートの沿草

厚担スレ{ ト ( HI GH PRE S S E D C El¥1E NT  

S L AT E )  は最近に知られ fこ屋線材料の様に想、わ

れているが、我閣では相首長年月を経て今日に至

つにもので、かの先代l l !H事幸三郎重量が海外より石

諸島スレート ( ASBES' .l‘ S L AT E ) 16" 角の聡入に

より始めて日本石綿盤製法株式合位の手で之の製

造を開始したが、この 16吋角の屋根は軽薄で日本

趣味に合致せない点があったので之を楠ふスレー

トの研究をされ、古来の日本瓦( 粘土瓦〉に匹摘

するスレートとして重厚で而も軽量な六甲スレー

トが今日の厚型スレートの始めで、之が一般に重

用され? このは今から三十余年前と記憶する。

其の後浅野スレートで関光スレートとして悶様

の厚型スレートが製迭され相官競宰の域に逮しTこ

が、此の頃開東に於ても高喝スレート、やまとス

レート、やよひスレート等が次キに張費され、厚

型 ス レ ー ト の 民 償 が 一 般 に 認 識 さ る 〉 畿 に な っ

? こ。首時開東に於りる厚型スレートと開問に於げ

る厚型スレートとは製法に幾分趣きを具にしてい

すこが、各社共製品の名構の異る如〈夫キの工夫を

こら ・しナこ形紋と模様を作れ更に色彩の優美を誇

ってｾ｜自由競争の破乱時代を現出し ｔ こが、官時

は原料としてのセメントは豊富に良質のものを入

手出来、色素其の他の副資材も簡単に需められ製

作技術も充介に振ふことが出来fこから、製品も袋

持向上して着# 今日の厚型スレートの竪貧な地歩

を築いTこのである。

2 2  

-圃・・ ト 就 て

訟 弁 邦 彦

第二次世界大鞍の勃張により統制経憐の余波を

うの、石綿スレートの粂業者主厚型スレートの専

業者とがを都合同し、業T r に厚型スレ戸ト工業組合

を組織し専ら技術の向上を討の、更に製・品の規格

の統ーについて按カを重ね、遂に現在の三十六枚

盤く後述日本標準規格参照〉となっTこのでゐる。

厚型スレート t ; 一般に忘れられていたのは、戦時

中屋根材料として重要物資に指定され自由販資を

禁 止 さ れ に の し 終 戦 後 米 八 軍 技 術 部 よ り 日 本 の

季候に遁しTこる屋根材料として港大なる需要を要

請されに結果一般に充足出来なかっ? こにめである

現今は工場般も般傍に増加し生産散量も非常に

増大されたから園内全般の需要に充分感じられる

と恩ふ。

完全な屋根材料として厚型スレートの統要を断片

的に紹介して参考となれば幸ひである 6

2. 厚型スレートの生産拡況

終鞍直後のスレート生産散は極度に減少しfこが

這キ工場の整備が充賞するに従って逐年増加を示

した。

終戦後の年次生産高

年 度 工場敏 生産枚敗 坪政概算

昭和21年 度 1 8 約4200000枚 約 115.000坪

昭和22年 度 2.5  " 6400000枚 "  150000坪

昭和23年 度 4  6  ，， 2160000枚 "  600000坪

昭和24年 1 月に於りる統計局の調交に依れば

昭和 2 4 年 1 月穣働生産農



地 区 別 工場君主 ↓ A  稼 働 能 力

東 北 地 直 2  108000枚

関 東 地 底 29 31176仰 枚

東 海 地 区 12 1170ωo枚

近 古 陸 地 1 & 13 1ω0400枚

f P 園 地 面 1  36000枚

四 園 地 1 & 1  72000枚

九 州 地 直 5  270000枚

合 計 日3 問。州 |

厚型スレートの生産は耳季に比し冬期は非常に

惑い。即ち現下の電力事情、セメントの夜化、 .7k

で作業する震工員の能移低下等で著し t 組容され

る。而し乍 A 上 記φ資料に依れば終戦時の月産10

000 坪 内 外 に 比 し 、 最 近 に 於 て は 惑 依 件 の 多 い

1月に於て 7傍の月産約 70000 坪b; 生産されてい

る。今後は更に工場敏も増加する傾向にあり、生

産技術の向上も計って居るから袋# 士会産され、現

在の穣働能力月産 17高坪も近〈賓現可能と恵、われ

る。かくの如〈生産拡況は旺zlt であるが、主要原

料としてのセメントのJ t k 況如何によっては生産数

も左右され、又は品質にも影響があるので注意を

要する。

近畿地直主として大医方面に於ては現在月産20

000坪内外が規格に遁合し? こ製品として生産され

て居るが、此の外に類似品も相官氾濫して居るか

ら、使伺に首つては充分調査して良いメーカーの

製品を選ぶことが肝要である。殊 l、余りに量産に

のみ専念したり、不純な混来日物を混ぜ合わせに; 不

良なものもあるから、吸水、杭折強度、外線、切

断面の平野度、製造の赦態等に注意して信用ある優

秀品を選定する必要がある。

3. 厚型スレートの規格

先般工業技術臆で殿後の各種目本標準規格の更

新に嘗 L 従来より規格のなかった厚型スレート

の規格についても各方面の協力を得て新に原案が

作製された。これは現在の扶勢下に於て厚型スレ

B 1 月分生産数 w 垂t 換 算

A - B  

%  

29Hi O枚 810坪 27 

123H32枚 34207坪 40 

5151ω 枚 14310坪 44 

H3H2- ! 枚 17684坪 46 

391i 0枚 110W 1  

4件l 33枚 1373坪 68 

自5;')!l2枚 1822坪 24 

2;' )32181枚 7031日坪 42 

ートには是非共必要な傑件で、之を具備せないも

のは厚箆又レートとは云えな い。

以下各僚項に付いて筒皐な設明を加へることに

する。

厚型スレート規格

1 章 線 J{ IJ 

1僚 この規格はJ E S 窯業5101 ( セメント〉に規

定するセメン ト〈以下車にセメントといふ〉に

夜質細骨材および石綿その他の織維物質を混和

しカ日堕成型し? こ厚型スレートに適用する。

O使用原料としてはセメント、硬質細管材及び

繊維物質の 3種であるがセメントは窯業規格第

5101に規定するセメント rwちボルトランドセメ

ント、シリカセメン ・及ぴ高纏セメントをいひ

雑用セメント或は代用宅メントでは問ーの経過

をにぎ' って作られでも出荷後破損等が多し叉

8 僚及び9 僚に既定する試験に合格することが

図維である。

硬質細骨材とは有機不純物、腐蝕土等を含有し

ない川砂、静砂、山砂および砕砂の類をいひ、

鋭角を有し筋介試験に於て 10回以上50回以下の

粒度が2 f - 均に混合されにものが最も良い、又茨

殺を粉砕して骨材に使用すーる例も有るが張、度そ

の他に鑓化はな い。

繊維物質は石綿其の他の植物質或は鍛物質繊維
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を包含するが植物性織維は余り感心せない。

製造に際し7k塵又は泊。墜プレスによって加E

成型するこ主が必要保件とされているが、更に

低墜 400- 800 封度、高墜1600- 2500封度を以

て加軍成型する方法が最・ も良いものとされてい

る。

2 章 製 造

21際厚型スレートの製迭に使用するセメントと

硬質納骨材および繊維物質との調合比〈重量

比〉は 1 表に示すものを槙単と・する。

セ メ y ト

表 ! 波 賀 細 骨 材

繊 維 物 質

4 9 % 

4 9 % 

2 % 

31康前僚に示す原料混和物に遁量の 7kを加えよ

〈かきませ't こモルタ) 1 . . を型詰しfこ後、 7k盤機を

もって均等に40 kgj c
m

2 与u : : の墜カを加えて成

型する。

41康成型後は少〈とも滅 2 日聞は常時温度 5

0

c

弘主、滋度7 0 %以上の室内で養生しTこ後院型し

成型後 4 週関与L とを鰹て出荷する。

5 僚表面着色顔料、硬化促進剤等を用いる場合

は製品の質を患〈しfこれま? と製品に接する織

物類を腐蝕させる色のであってはならない。

0 厚型スレートの品等は原料の品質及調合の良

否、成型荷重の程度、成型後の養生の如何に

依り著しい差が出来る。

2 僚には原料調合の標準を示しである、セメ

ント、砂、重量比 1 に繊維物質は全量の僅か

2 %にすぎない。強度上からはこの撲に少量

では何等効果はないが、成型上の効果を狙っ

ているのである。

事責製作上に多少の困難を伴ふが、最近繊維

物質を全〈用ひない厚型スレートが多〈製澄

されているが、良質の鎖物性繊維の入手困難

な際に色斗の繊維物を混合するより良い結果

が生れている。

セメント瓦と具るところは水産機によるカ ｮ ， ｾ

2 4  

成型にあるが、この水産機によって加l堕成型

することは 2 僚の調合比に針しでも余り塑更

を加えることが出来ないので、製品の品質に

も白から限度が加えられている。

混合に要する 7kの量は砂の合水量を含めて大

休次表の様な志のである。

混 合 比 ( l U1: : 比) wj c 

1:  1  ( セ メ y ト砂〉
40 - 4 3 % 

1  :  1. 5  (  

"  
〕 45 - 4 8 % 

1  :  2  (  

"  
〉 51 - 5 5 % 

軟度はフローイ[ 良で約 130f立が週嘗である。

型詰後のカ日霊は必す・7k摩機によること〉し、

歴カは多い程強度ぞの他の性質が向上するが

40kgj c
m

2は最少限と見るべきである。

原料に 7k を加える前にセメント、砂及繊維物

質は充分昼練して置かねばならない。

4 僚に示す養生方法はセメントの硬化には是

非必要の僚項である。

着色方法としては顔料を原料に混和して着色

する方法と化製薬品によ b浸透着色法等があ

るが、之等は相官研究の余地がある。

3 章 形 朕 友 び 重 量

6 僚 厚 型 ス レ ー ト の 形 放 は 1圏、 2園および 3

園に示す通りとし、表面および裏面の模様およ

び釘穴の位置は限定しない。

fニヨし釘穴の敏は 2 ケ島んととする。

寸法、寸法の公差および重量は 2喪に示す通り

とする。

0 現在製澄されて いるものは殆んぜ 6 僚の形i¥k

に合致する 1坪 36枚禿のものであるから、何

れの工場から出荷しf こものでも混ぜ菜するこ

とが出来る。

従って主主増し破損修繕等にも頗る便利であ

る。

厚さは表面溝模様の薄いところで寸法をとっ

Tこものである。



2 表

第 ー 薗 卒 瓦

表 面

第 二 面 軒 先 瓦

表 面

、
、
「

裏 面

「

ト

i

L

第 三 園 袖 瓦

〈木薗は右柏瓦を示 し、 左柏瓦は本圃の/ f _右を逆に する〉

裏 商

表

面

Ｈ来兜ｾＮへ鰻Ｈ Ｉ
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我キは今迄新築建物の見撃や紹介を試みること

は多かつ fこが、建築材料については殆んさ'取り上

げる機合がなかったゃうである。材料ばかりでな

〈設備とか挟筒、家具等についてもなるべ〈賢い

範圏に眼をつけて、ぞれが相常の努力と研究の上

に得られに資料であるならば、これを取り上げて

贋〈紹介する機語学がゐって欲しいものである。

尤も新しい試み、新しい資料等が果して将来建

築の褒展に役立つものかさ' うか、ぞれを定めるの

は賓際の建築に取扱ってみての後のことになるの

ではあるが、このやうな努力は 5 しさ' レこれを紹

介して更に各方面からの検討と工夫を加へて行〈

必要があると思ふのである。

この意味で、今度問林氏の提供された文化石の

ことを取り上げてみにい。

先日丙林氏が皐校の私の室へ来られてこの ;文化

石を駁: 箇みせて] 葉つにので私もはじめてこの石を

識 つ fこのである 2

何れも提1 ] ( 岩で草地は I鳥取とか金務方面のもの

であったが、色調は淡い綱、育、賞、赤、鼠等一

遇りの種類があり、ぞれに種ペ' の・模様の縫った斑

紋があって面白い効呆が出てゐるものであった。

材質の方は核で重いもの、鰹〈て組成のもの等

一様で‘ ないが、ざ' の種類の石も今迄使用されたこ

とのＱＡｬｾい凝衣紫で従って世間には名栴も知られて

ゐなかったものだと思、ふ。

2 6  

文 化 石 に つ い て

中 野 )1民 衣 郎

問林氏はこの石を外装、内誤用の張附石として

装飾材に製造しTこいといふことで相官贋〈各地か

ら;床しTこ結果得られにものてそうである。

[ 寅額について何林氏のねらいは質問的な内外民

間テラゾーと同程度にして余り建築費を高めない

で筑前夜;J長のあるものといふところにあるが. こ

の見常は外れてゐないと思」、。

扱私がこの文化石をみての意見であるが、確か

こ今迄使用されてゐ fこ大谷石、龍山石等に比べる

と透かに多種類で後化があるから殺前用として使

用出来る場所、も庚いと思はれる。

それから営分の事情からみて大現石、花尚治等

の 如 < ｾｪ 殺の娯飾石材を使用することは無理であ

るし、そうかといってテラゾ{ ではさ' こか人て的

の臭味があってぜうも品段に掛ける所ーがあるので

この文化石ならば自然石の味合いと落着いに教師

効果及びi質棋の高〈な L 、 ＮｲＮｾ Ｎ �＾ 有利＿ごＡと思ふ。

模核や色合からトラバーチンに似てゐるもの、

或は地味な犬理石風のものもあって、これならば

内外装用石材として好ましい材料とみてよいであ

ろう。併し蔵次岩のことであるから外般の場合粗

質のものは風化について注意する必要はある。

従って内挟用に重点を置いてて夫すれば現下の

娯柿石材として誼首でゐり、その意味で名構の

『文化石』も用途にふさはしいと去へるであろ

っ 。 ( 筆 者 ・ 都 鳥 工 業 高 等 診 絞 壁 土 鼠 〉



元官幣大震土笛崎宮は神功皇后や肴: 椎ちと共に際.

ｊｦＮＮに著名で感紳天皇、紳 Ｚｧｽ ｊ 皇后、玉依昔 ｉ｜ｾ を奉市巴し

; 室〈繁字三年の遺僚と停へられる。叉斯の有名な

敵閣降伏の額は第六十代醍醐天皇の染筆で紳成榊

徳高し今次大股迄は一般の崇敬特に探〈祉頭指・

に雑E告を極めてゐ Tこ。又一面一朝有事の際柿鴻が

精滅するとか、苑内庭石の出淡等奇告端現出1 " る等

の停設もありて一層主主紳の念を深めてゐ Tこ。東公

園、千代の松原、多々良の績と共 lこITi 高岡のー名所

として探稲しfこ人キは一度は此枇に杖を曳き祉前

に額、? このである。鳥居を一直綿に袷j 僚に向五、市道

は夏の遠浅の務tj:7K浴と共に四季ultl 取 を 秘 め て ゐ

? こ。戦後は国賓の屑額も取外され、八幡宮の伎と

惇へられ? こ散百の鳩公も今は何庭へか姿さえ見ら

れす¥只松舘を膿かす務風の音のみ、置土1首寂とし

て僚かに守る枇務所ーの{ 古ぴしき紳職の白衣の姿を

見るのみ、懇望韓税i りなき世相とは云へ吾人として

は賓に轄感慨無量のものがある。さもあれ此1止の

鳥居は誠に類の少いものとして多〈の人キに興味

を持? これてゐる。 n に編. 集部から地方色投稿の希

室に答八努キ作J かの参ー巧ーにもならばと巧へ、寡聞

ながら鳥居物語の一端を紹介する。

箱崎八幡宮の前・岸にめる第四番大鳥居は鈴筋コ

ンクリート法で. 昭和六年に嘗時の!i 係合議長林田

泰次郎氏の奉納に係るもので、常時の闘係者とし

箱 崎 八 幡 宮

の鳥居に就て

薄 輿 嘉

て自分が設計監脅を委箆されfこので、第一鳥居を

変調1] し其五倍大に棋大し? こものである。高さ五十

五尺、在の根元は直径十三尺あれ額の大きは六

帖敷き大にして『八幡宮J の文字は嘗時の燃知事

松本製氏の揮主主である。此の形式は第一鳥居、第

二 鳥居、第四鳥居及裏側の箱崎陸前にある鳥居と

四去は同一形式である。第三鳥居は古寺稼日鳥居

形でめる。

悲に第一及第三鳥居に闘しての記録を縛載して

多汚に供する。

笠1附宮誌の一節

第一鳥居、 E長長十四年八月、長政は枇頭に石鳥

居一基を建立し7二、これが有名なーの鳥居でゐ

る。見るからに堂 d々 こる風事与を備ふるのみならす

榊さぴて一種去五、べからざる雅味を帯び、誠に天

下一品の形式、有しくも一度これを仰ぎ見る者は

技術家と云わず・美術家と去わする誰でも賞嘆しない

ものはないのである。ｾ八幡宮 ｊ の額は聖踊寺の

九品開師、銘 lま

右 豊 艮 喚 問 筑 前 守 長 政 建 立

正午告陵長第十穴太議会巴酉季軟中旬

と$.11 しであるが、星老の設ではうそ領奉行石田三

成の建立で常時長政が修理されたものであると停

八てゐる。

叉 鳥 居 研 究 根 岸 楽 隆 著 英 一 節 を 左 に 載 記
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『宮崎八幡宮の鳥居 ｌ 之は貞享元年の建澄 ｴｾ

が、松平とのみは剣摘出来て最早他は隣減して不

明。嶋木の鼻の切り犠が臭なる丈けで、殆さ' 呑椎

宮奮参道にある古鳥居と同じ趣きを持ち、太宰府

実満宮境内第一の鳥居は総ての仕様b; 日光東1!r. 常

のに似て、反りに僚かな点といひ上背を低〈して

ゐる点と云ひ古雅掬すべきものがあり』 ・と、 l比の

事は此第一鳥居の記事にあらずるじて第三鳥居の説

明ならむ。惟ふに第三鳥居を除き他の四基は同形

にして此責測圃の如〈、第一鳥居が特種の形式を

何れに源をなぜしか記録なく口設をも聞かす・、元

宮幣大社ありし所より此形式も箱崎鳥居と稀して

する。

一種の様式をなすものと考へられる。此れに類し

Tこる胸は佐賀l採 に 多 し 片 嶋tこある田島紳祉のも

の最も類似してゐるが 、在の下部ne: ! > 少〈桂碩に

き笠石を受ける箆め薄き『キャピタ J L .n 卸受鹿石あ

るのが宮崎のと異なれ倫笠石1J; 非常に薄〈更に

一層安定感を得へるの である。

( 筆者・元昭阿蘇管繕課長〉

賓測縮尺二十五分之一箱 崎 八 幡 宮 鳥 居
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は築喪失調になっていかねばならな

し、からである。

ノルマ( 一日の作業能率〉によっ

て働かされるソ連では、 100 % の能

琴71をゐげるには相官 に' 青が折れる。

その代 白りノルマを超盆行して ] 00 %  

以上になると食糧に増配がつ t し、

叉俸給も呉れるのである。

それを欲しさに食はんがｾに働か

されて来? こ。兎に角、作虜にとって

は生きてゆ〈震には働かねばならな

いのがソ連での現賞であり‘ 原則な

のに。日本人逮J uモスコ ーに行つfこ

常時は誰も初j かなかっfこ。確かに馬

鹿らし〈て働けなかっfこのである r

『今日は運般車を 7 回往復しにr: げt: よ』

一

3

7

ピ

i

回

7
8

6

 

f字 虜 生 活 の 感 傷 -

中野 禰
士

口

j ま へ が き i

8焦問の長い洋i t 1 生活は、私の一生涯にとって忘れら

れない思ひ出である。その思ひ出を静かに退憶する乙と

は . 私 だ け に 許 さ れ た 思 涙 で あ る が と れ を 綴 k 胸の中に

厳ワて賓〈ととは‘ 言午きれない。なぜかなら、 1 年 間 の

と の 感 想ーこそ是非骨様にきいて獄きたいととであるから

である。

: そ の

日本人程よ〈働〈民族はない。私は新〈信じて

ゐる，0 働〈ことを自慢する、ソ連人さへが完全に

日本人を見直してゐる。

ｾ民生活の Ｓ 年問、吾キは待 ｪｊ 粥とスーフ・の謬僚

件の下で生き抜かん がｾに よ〈働い ｦ こ。 立働かさ'

るもの食』、べからす' ミの枇合主義の原則の下で 、

五ヶ年計笠を四ヶ年で遂行しようとする復興計主主

にソ連人達はよ〈 頑張ってゐるが 、そのソ連人達

が袴嘆する程よ〈日本人は働いて来fこのである。

イ字虜に輿へられる一定の食糧fごりを食っていて

n奄は 5 回しかやらなかっfこよ』

斯うし fこ曾話が害事働を終へて闘って衆る日本人

! 括合での自世話であつに。ぜうしでもぞの昔時は

やけ〈そで本気で働〈祭になれなかっf このは事責

である。

t: が多〈の日本人主主は日に日に衰弱してゆ〈身

体を眺めて、何とかして生きて師り? こい。もつ一

度日本の土を踏んで死に? こいと念願しすこ。 t: がこ

の園では死に fこ〈なければノJ l . マ与L上 lこ働かねば

ならないので、日本人主主は2 2 ; 脇を耐八沼. んで、生

さんがｾに働き ｈＱ し ｔ こ。私達がそスコーに行つ＿こ

1946年はソ蓮も大機能の年で、食組にも不足して

居り園民も闘ってゐ? こ。食糧は勿論切符帝fj で切符

以外では主食の黒パンきへ経体に入手出来ない時

fごっfこので、作蕗迭に輿八られる食糧は、ソ蓮人

に比較して決して惑い食栂ではなかっ干このである

が、御米を常食としてゐ fこ吾々は全〈掛りはで〉

しまっfこ。殊に察や粟の毅物の代りに E じ ゃ が

馨ミが毎日配給されるのにはうんさf りさせられt:

こうしに耐乏生活の中で、ドイツ入、; J . . ｾマニ

ヤ人達が配給の三じゃが薯ミを盗んで E じゃが

薯ミ一個で一日の後倉入をし、十日付. 入ってゐる

2 9  



ヨ言力: 漆 l.1j い? こ。食はんがfこめの生きんがmの余ち

にも気の毒な後余入であるが、日本人の中には、

主じゃが薯ミ が嫌いと見えて、 ｗｲ うし ｦ こｾみをし

なかっ? このは、何より幸なことでめる。

その代り日本人の中で『サボタージユ』で入ソ

官 時 3 人程瞥倉入しfこが、気の毒なのは小隊長で

『サボタージユ』の蓮帯責任罰の後倉入には、小

隊長は決して築な商買ではな'いと忠、つf こ。

閉じ笹倉入で気の毒なのは室長で、毎日一回宛

室の清潔検査があり、その時にソ連軍密が見て不

潔( プロホー) 1: と宣言されると之さめ大鑑三そ

の室長が責任者として営倉入をする課で、しまい

には室長になり手がないという笑へないナンセン

スが資際にあっfこのである。

日本人の中から室がきにな〈て、又サオf タージ

ユで営倉入することは、尉際的生活をしてゐる臼

本人の代表として恥fごといふ叫ぴがわきあがって

来 fこ。日本人らしい自党をとりも己' し、締麗好き

な日本人に、よ〈働 t 日本人になって〈ると同時

にとらわれの虜舎の中で生活を楽しな文化運動が

併行して然んになり出し、限られ? こ傑の中での笑

ひのある生活の設計が芽をふき出しにのでゐる。

この時から脊キに共産主義の宜惇淑; 育が本格的

にされ始められfこのは、生きんが23に偲j かねばな

らない率、又早〈蹄り? こい震に共産主義を勉弧し

なければならない布、之がf Y:}長生活の悲しい休験

の一つであっfこのである。

! そ の = 白

3 年間の伴出生活の大正ドをミエンジニヤミとし

ての仕事をさせて〈れ、叉能力に聡じて定磁の俸

給を毎月央れf こ。( 之は全員で分配しfこ〉倒l蔭で筆

勢働に従事する一般の人主主より楽な Ｓｾ 年聞を詮つ

fこ私は、技術者として予了って来 fこ事をさんなに幸

幅に恩つfこか知れない。

確かに技術者・はソ主主では大切にして〈れる。 ;fJ、

はソ連の害事f勧業から 『プロフエツサー』と愛栴さ

れて、 f字鹿らし〈ない愉快な仕事 t ; 出来fこ。牧容

所の近〈にあるレンズ工場には、元ドイツのカー

3 0  

モスコーの努働者街

J¥.. ツアイス工場に働いていfこドイツ人技術者( 勿

論張爺I j 徴用てらうが〉が来τ ゐf こが、住宅を奥へ

られ、毎日自動車で詮り辿へをしてゐるのである

が、カールツアイスの素晴しいドイツレンズの技

術を取り入れ様とする震の待i邑ではゐらうが、確

かにソ連での第一綿に立ってゐるのは技術者で、

企業経後も技術者の資任でやってゐる様である。

ソ連のう¥< ¥: きインテリゲンチヤ遠の憧れの的も技

師になること. 密者・になる 、こと、数師になること

そして有名な盛術家になることに一生懸命になっ

てゐる ω

闘家も有秀な技術者を養成することに努めてゐ

る。工場内には賞習皐校等があって貧地に傍j き乍

ら勉強出来る桜にし、有秀な能力のある者は閣安

で専問撃校に行ける様になってゐる。技術者は待

遇はとてもよしそれピからこそ少年建( ピオエ

ーJ¥.. ) の憧れの的になってゐる。

建築作業場での質権は、犬監督( ボ J l - シヨイナ

チーリニツク〉が振ってゐる。ぞの下に中監督、

小監督が配置されて現場指導を行っているが、ぞ

の外にノルマ係( 努働率計算係〉材料係がいる。

工事ぞのものが関家的企業 ＱＺｾ に、材料の入手は

順調に行はれ、材料がな〈て工事を中止すること

はない。停票一つで建築材料が入手出来る点は甚

f ご便利であ石。而しセメントは現在の日本の様、に

確かに不足していると貝えて大事に取扱はれ、 f変



用個所をやかまし〈制限してゐる。

私が関係、しf こ自動車修理工場は、多〈囚人を使

って 3階建の煉瓦遣の本館と鎖骨造の工場とを新

築してゐ fこが 、之にヂっかムモルタ) l ，. はセメントと

石炭殻〈フ) ] . . イ iこか! } 1 こ細いもの〉を混練して使

用してゐ? こ。石少はあるにはあるが、 ilJ 砂が多〈粒

、度は細か〈コンクリ ート打には不向きで余り使間

されていない。必要な川砂は市内を貫流するモス

コー河から般で運搬されていに。

セメントが不足している例として、私濯の牧芥

所のパラック建の外竪は土塗で、日ヌドこの様にスサ

や苔を入れて塗っていなし赤土と砂とを混せ' て

ラス下地に塗り付ける fごりであるため、雨が降る

度毎にEf が落ちて、左官室さんの仕事が少しも減

らないのは好掛合1:T; 、之に少しのセメントか石

1 F - を少し混せ'1こらとつ〈づ〈思つfこ。 E正・塗で，皆、ひ

出し? こが、 ソ連人やドイツ人は壁土を 11，そにぷっつ

りで、後で木ゴテでこすり付けるのであるが、l r :

官ゴテによる日本人の星空主主り速い4 t . ; とその王子の器

用きには、負t 1 る事のきらいなドイツ人も磁力; - ; z

f こなかっ? このには痛快? ごつfこ。煉瓦運航中モルタ

)l ，. 運搬、土運航にはベルトコンベヤーが多 t 使用

され、一階から二階、二階から三階へベルトコン

ベヤーを筏台もキ滋ぎ合せて使っていに。

砂利等は川砂利が少〈砕石機で通常な大事さ iこ

砕いて伎はれてゐる。育』脅建築になると大クレー

ンを使用し? これ小クレーンを建物の上に据{ 寸け

て材料運殺をしているのを見かげに。

私の見fこモスコ ーの建築はセメントが少いせい

か煉瓦迭り が 多 し 局 筋 コ ン ク リ ー ト 迭 は 余 り 見

かりなかっfこが、地震の少いソ連では煉瓦造で充

分? ごと忠つfこ。煉瓦迭で 6- 7 階のものを作って

ゐるが、モスコ F では二階以上が、ノl、室に幾つに

もｬｩｦＧｾＺ切られ＿こアパートに使用されるし、タト訟は耐

三雲監として相官の厚みをも? こせるので、土也援に封

しでも1 ，f ，常に効果的な持法1:' と確かに思つに。地

債の高い日本［の者 ｉｾ 合にも斯ういった構造の煉瓦進

が出来、煉瓦迭の高麿建築物が出来る桜に市街地

建築物法を改正してはぜうかと考へるのは 、私一

人では決してないと恩ふ。斯〈することによって

ー商届街 ι 不込し? こ{ 中宅群も、土地を使用しない高

層建築物として立体化して牧容出来る詩で、困難

な土地問題も解決出来る事はいう迄もない。

ソ連では関家計笠委員曾( コスプラン〉の下に

企業計輩が樹立され、新しい企業が次/ . { に貧施さ

れるし〈みになって居 k 従ってソ連では失業者

はさ' こに行つでも見常らない。それもその筈世界

の六分之ーの領土を有するのであるから人不足な

のは云う迄もない。而し乍ら濁ソ較で多〈の男子

をうたつにソ連では、男 lご代って女の労働者が男に

混って工場に作業場にさ' しさ' し働いてゐる姿に感

心させられに。私の知ってゐる作業場や工場には

囚人や兵隊〈工兵〉や伴虜を使ってゐるのを見fこ

が. 経かに手不足でと感じられに。

而し濁1 f t に完全に破壊されfこスタ ーリ ングラー

ドが、わす・か一年三引なで市民遠の三子で復興してゐ

るの例によっても、ソ蓮人は- ; 1 しとなって、五ヶ

年音| 鴇ーを四ヶ年で遂行しようと一生懸命である。

レーエングラードの努働者の激に際じて全ての努

働者が地直に、復興に立上ってゐる。

殿勝関ソ連できへ、新〈の如〈であるとき 、敗

段目; 4 > : の現献はざうt " : らう。苔寸技術家は安閑と

して一日を主要をしてはむーられない。不燃建築物の

，' - j ¥現に、イ=t : 宅問題の解決 l二、れ市の復興に打って

一丸となって頑張らねばならない時、 私が復員し

ての直感では 、 日本; の技術者ゆ余りに小さい設の

中で、とじこもり過ぎてゐる犠に息、へ、叉軍閥に

利附され間;t j使 さ れ、酷使されTこ技術者ーは 、敗戦に

よる永い多阪を未f ごにむきぼり過ぎている様に忠

へる。之は私のサツカクでゐり近. 覗映のぜ いでゐ

れば幸であるが、世界に戦争放要員てを宣言し? こ今後

の日本の進tr ベき j草は 、民主日本; の再建に技術者

の努力が要望されると句 、今一層の奮起を切望 し

てや止なレ。技術を指導することはなつかしい。

Tご 州 時 と い ふ 言 葉 はT見乱入維持からは決して生れ

ない。指導とは現AA打破でなければならな いとい

よ、事が結論でなければならない。( 未完次蹴へ〕
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全 園 郷 土 玩 具 の 話 ( 繍 )

松 島 藤 太 郎

。 魔 除 の 虎

富山! 際では家屋の新築、叉は子女出刊: の際此虎

を配りて悪魔除、叉は産児の健康長書写を斬る風習

あり。

。 八 幡 起 上 り

石川勝の八幡起上りの濫悔は、其昔、1 1 !¥ι ヲミ泉

の御幼休を罰事T錦の例l胞衣 l二、包み理容れるに擬へ

て作つにものと言い偲ヘまことに繊細優美で、

金属起上り中の白眉とされている。古来金海地方

の縁組には、必らす' これを箪笥の抽斗に入れる苧1

慢を生じ、今日でもこれを箪笥に入れ置けば衣類

は不知不識のうちに増加すると信せ' られる。叉包

上りの名あるより、病気見舞等に之をJ I f . t る。

。 加 賀 獅 子

力H賀の藩担前田利家公、ヲミ疋十一年入閣の際.

獅子舞を演ぜしめてこれを嘉賞しfこのに始まり爾

来男児出生の場合は、必らす英一個を秘蔵して、

魔除、又は厄除けの禁! 際とする風習を生じ. 今日

に至る。

O  滋賀，幣のピンピン馬. ピンピン捌

此の地方では古〈よ

り男児出生の場合は、

ピンピン馬と狸々、女

児出生の時は、ピンピ

ン制、狸今を贈り、其

見の抱指除の禁厭とす

る習慣あり。ピンピン

馬も蜘も共に、張子製で箱型ｾ鹿の上にのせ、之

に草を付け、蓋1 Mの裏面に民鎗の針金を張りて曳

げば、此針金 !J' 車の軸に差し込んに腕木に解れて

ピンピンとなる仕掛けとなっている。

3 2  

。 二見の身代り蛙

放行、航海の安全、又は応、腫物の f 癒とされ

ている。身代り虫J : と補する寸余の土製、青磁色の

舵を授興する。古衆無事にかへるの版元吉: よれ挟

行、航i何. 等の守り本主主と して崇敬せられる。又腫

物の所を撫で一心に祈願すれば4 ' - 癒するといはれ

ている υ

。 奈良法韮寺の守犬

常山の開基光明皇后、附近の山土を加持して犬

を作 b しより始まり、現在も前官寺の尼f曾が製作

§ れていて、大小二種あり、大は七、八介、 /J 、は

二、三分、作J れも土捻 bの/J 、犬で赤献を巻いて首

輪としていて、安産、抱桔除、! ] 、見夜泣き止めの

禁厭として、授興されている。

O  奈良の張子の鹿

小型の張子に竹の脚をさしにもので赤と群青と

あり車Jeのね葉の枝に吊して奈良みやげの短冊を添

へfこ誠にゆかしいものである。

O  和歌山の豆三番史

作者は東京吉原に住み後和歌山に住し明治三十

年頃よ b調特の豆人形を祭出し路で木組をもって

柵を作り柳行李を差と底とにして二階を作ち下段

には材料を入れ上部には製品を並べ、子供を集め

て製作1主演をやり乍ら鷺いで常時は麿倒的人気を

博ーしていfこ。

頭は大豆で作り竹のハンドルを廻すと、〈る〈

ると疋轄する様になって L情。この外に武者人形

馬衆武者、橋排! t : なさがある。

。 和歌山正性寺の土馬

常市東長町一丁目に 1E性寺といふお寺がありそ

こに鬼門さんといふ参り所があってそこで土馬を

一体借りて来ては『クサ喰ヘクサ喰へ」と唱え乍

ら腫物の上を撫で、4 ' - 癒の上は例l種馬一個を吉宗へ

て返納する事: となっていに。叉五牛があってこれ

も同じ綴に用ひられている。

。 鰻 頭 喰 い

京都伏見に銀頭喰いという人形があり二つに軍事i

つfこ鰻頭を牟分つh 南手に持っている子供の立像



で子授けの禁厭に用いられている。豆史人が『あな

f こは 、ぁ1.3くさんとお勾さんとぜちらがすき』と毒事

ねfごら、 『おぢさんこれさ' ちらがうまいの』と持

っていに鰻顕をごつに筈IJ って答へfこ と い ふ の で

す。

。 大 阪 神 差 是 の 虎

虎の玩具は各

地には津山あり

ますが大阪のこ

の張子の虎 lま百

よ〈出来fこもの

は他にはあるまい。伊上年十一月二十ご、三日の雨

日疫病除けの禁阪として竹に吊して俗稽紳農さん

から頒布されている。

。 住吉の初反の獄

大阪住吉紳祉の裏に楠の大樹あって、業傍らに

楠楠祉といふ稲荷批あり、毎月初辰の日ごとに此

摘を批前に供えて. 南安繁昌を祈りこれを四年間

繰り返せば猫の数回十八休となり『始終夜逮』の

意に通す' るに悶る。然しその四年間に作品、不吉の

事あると又初めから始める υ この獄は、紋付の着

物を着てまねいfこ形である。

。 大阪住吉の事今後

商白い。

三匹の猿が、かきなっ

て組まれている土で出来

fこ賓に 、よ〈出来た玩具

である。猿の鳴整「キキj

と聞ゆるに悶 9，ｾ事探

るにもじられているのも

O  岡山脇吉備津紳祉の犬と鳥

祭神宮備津彦主主出征の折いつも犬と烏が現はれ

道案内しTこといふ惇設より作られにもので素朴な

捻りの小品である。桃太郎が吉備津震設ーであると

いふ完全もあり同地方に犬飼とか、鳥飼の地名 、人名

もあって面白いと忠、ふ。

。 相 合 傘

『土佐の高知の播磨星

橋で、掛さん響貿うを

見fこ』と去ふ唄で表・さ

れている、竹林寺の若

信純イ言の信事い婚の惇設

を玩具化し? こ張子で相

合傘の下に長い帯を f ご

ら り と さ げ た 娘 ト 頬

冠りして提灯をさげに

その芳信頬冠りと首と

提灯とがゆらゆらゆれ

るのはけ Tご し 珍 で あ

る。いづれも額はいかにも朗らかであって、提灯

の簡単な表現又愛すべきものがある。

。 大宰府ラミ滅宮のI !

九州大宰府実減宮に於げる驚替は全閣此種の紳

事中最も古き際史を有し、英創始年代はおよそ今

より九百五十年 lまさ' も前と惇へられていて、行事

は毎年正月七日の夜数千の群集によって始められ

群集は各自去年の古鴛又は位前の箆庖にで求めに

驚を用意して『鴛替八ましょう驚幸子へましょう』

と叫びながら、互いに之れを交換し合五、。英時紳

位よりもき塗装しf こ紳官が金の鷲十二体を携へ、群

集に混ちて交換するようになっていて偶今此金鴛

を替へ嘗てに老は、最も幸運ありとし、直ちに祉

務所に持参、 iitt 務所は其者11度紳繁太鼓を打ち鳴ら

して之れ

を報じ、

境内のl奥

繋宛ら沸

〈が如し

という。

常所の鷲

は削り j懸

り甚 ｲｾ 深

し 描 彩

簡潔、小
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は回、五分より大はＩｾに及ぶもの有り。

この紳事が邸ち物キ交換とか資質の始めてとい

われている。

。 長崎の鯨のだんじり

長崎の総枇諏訪紳祉大祭の官時出る山車を模し

て作られた夜具で子供達はこれを: : j Z め、市中・を曳

狸りて遊ぶグロテスクな玩具でゐる。

。 木 の 葉 猿

態本の木の葉猿とい」、のがある。土で捻って作

られ朱と、群青のデザインのある貨によ〈出来fこ

ものである。

。 鶏 車

日向の鶏車は高岡法筈獄寺の祭の時に安られる

木でイ乍つfこ素朴なもので、: 実と朱のデザインもよ

〈出来ている。此の鶏草は古〈育情人の師化して

育才になり之をイ乍り初めしよりその形を模して作

り出されたものとされていて、これをきて遊べば

人命長しとされている。

。 鹿 児 島 の 紙 雛

頭部は、額商な〈只髪のみで

衣服のデザインが色今 t 工風を

こらされてイ中キ風雅なものであ

る。

X  ×  

以上金閣にわ ｦ こ ｢ 大体記し上げ ｦ こが、まにま Ｑｾ

津山ある事をつけカnへー先す・筆を止めます・。

( 昭和泊年 1 月30日飽〕

土 地 譲 り た し

所 在

犬阪市内堺筋目立官官〈元高島屋〉前電車道

坪敏約 150坪

御希望の方は本合にて斡旋いたしますから

事務局長迄御蓮絡下さい。

3 4  

わ る 喫 茶 底 の 試 案

今 西 茂 雄

最近こう L、つ? こクラシ

ックスタイルの茶房をぽ

つぽつ見かげる様になっ

Tこ。段、前橋筋にこの趣味

のものにアルハンフラ・

アグア、とかこれに山小

金風を加味し? こドートン

等良心的な仕事を身に感

じる底があっt: 。官時建

築界の先端を行つ? 二分灘

波‘ インターナショナル

建築に心酔し、クラ・ジツクな画面は書〈のもいや

と頭からげなしにものでもこういつに趣味の茶房

えよ〈出入りしていに。

賞際現在のプランタン追及の茶房ではよほさ' 施工

法と材料に金をかりないと満足し?こ効果があがら

ないし常に情潔感を保? こなければならな L 、。

その点クラシックスグイ J レの茶房は古味をおぴ

るlまさ' 感じが出て〈る。本間乙彦氏のものは山小

舎とこのスタイルの中間をねらはれたものが多か

った様に思はれる。 IJ 、川安一郎氏のものまで行か

な〈ともこういつにスタイルは中キ味があり設計

してゐても fこのしい。ひところは新建築に大いに

肩入れしてゐ? こものfごが年のせ いかモダンスタイ

ルのものよりこういつにスタイルのものか叉はこ

のスタイルをモダン化しにものに心をひかれる織

になっTこ。験後のものはぜうしてもインチキが多

い。中でも医念・長崎屋、梅田日活裏のサロンリ

オ等が佳作、業他佳いものがあれば教示されに

L、。



山 ロ 擾 り

Y  生

建築音sの設置が強豪・されてから中閣では庚島よ

り一足先に出来fこのが山口勝であっfこ。

記者は九州支部からの蹄途、それは如月九日雲

もよいの日であっfこが、山口市に今津新建築部長

を訪れ敬意を表しお慌がを述べ、種キ勝政につい

て各11話を伺つfこ。先づ同部の機構は建築課長に温

厚誠賓家の大枝千秋氏を、住宅、営繕課長として

積極敏腕家の朱崎文雄氏を配し、此新陣容の下に

着 f々 として建築行政に警属されてゐる。住宅と後

繕課長は将衆機を得て専任課長を設げられるそつ

である。夫からよ記三氏の外に岡村潔氏も加は

られ、同市で名高い湯田温泉に案内され、昔懐し

い古びfこ宏批の門を潜り、奥まヴfこ一室に遇され

fこのも誠に婚し〈感ーじfこ事である。直ちに心を慰

められfこのは眼前の賢い庭であっfこ。松、掛等の

樹木が風致面白〈配置され、其間池謹 lこか〉る橋

や飴. 能等 iこ点キせる積三雲 は池7 k に映じ、一幅の絡

の様でめっfこ。苔むす老梅に鷺dl O瞭〈柁ぴfこ此

の庭園の風光は極めて佳絶、戦後珍らし〈此光景

1こ媛しTこ記者は鞍前の昔に想、をいにし、暫し枕惚

f こるもーのがあっfこ。か〈て民珠の湯に一裕、放の

疲れを梯ひ心身洗浮の心地で四方山話を交し、又

tZA合への協力、設展策等に付き懇談しfこ。談{ 馬肉

j係の事に及ぶや気焔が上って. 背から天下に名高

い本勝を柏、もすると、中園ーは魔島で山口は中園

の片岡舎の様に恩はれる人があるから、闘[ 7 . 9 に蹄

つ? こら大いに本鯨の事を宜停して呉れよと散キの

牒勢に付き説明を拝麗し、自分も英語、識の 足らな

かっfこ; 事を痛感されfこので、 2互に其受寅りを記し

て忠賓に其の御依願の一端を果しfこいと思、五、。

毛利元就以来、此地から輩出しfこ{ 築物は枚奉に

法なしの光景? ごが 、就中吉田松溢始め維新の三傑

木戸孝允、高杉晋作、久坂x : 瑞、伊藤博文、井上

響、i J J 牒 有 朋 等 は 其 代 表 的 人 物 で ゐ れ 明 治 維 新

の 偉 業 に 功 績 深 し 勤 王 藩 で あ っfこ事なぜ' 今 日 迄

の厩史が物語る通りである 6

叉名所奮捌; に富み一度は杖を曳き fこい所が数多

い回し日本三官官の一日月{ 命館、日本最古のプール

7k練池、松下村塾、錦幣橋、長・門峡、青梅島、八

代鶴来地、安得、肺位、隣媛の元理手l肌模は日滑談判

で李鴻掌を迎へfこ所、稲荷町の花魁道中の八文字

( 中経中? ) きでは平家の悲話、塩之浦古験場等

キである。

勝、勢は山と務ーに葱れ、所謂山の幸治: の幸は識に

豊富と聞い叉下閥、萩、宇都、山口、防府 、徳

山等重要都市 を也容してゐる。私芳台、大正、景

清、中尾等鍾乳洞、石t J < . . 茄林は何れも天然記然物

で、之等高原からは岩園川外六川が内海に注ぎ 、

農業を賑はしてゐる。

阿武川の上流には長門峡の名勝があり逮〈日本

格に流れてゐる。海岸の屈曲は良港多〈、下聞は

内清. の咽喉を担し重要の位置を占め、日本海に点

# する青梅: 島、角島、内海に在る大島等は著名な

島唄でゐる 。

更に産業の大宗を列記すれば、

農業 ・米 ｚ 妻、甘藷 、大豆、煙草、夏平ｾｾ柑と慢

物は萩の特産

教 務 ・牛馬、豚、 養難、卵

林業・木材、竹材、薪炭、松茸、省、J l J 葵

鋸業・石茨、彦島の亙鉛、字部、沖山. 大嶺

の有名炭山、 IJ1陽無理

水 産 ・三方が海、漁業金圏第四位、儲詰 、カ日

工品、短は全圏第三佼

工業・薬品、人造絹糸、セメント、肥料、石

泊等

交 通・山陽本線、J l 1陰線、山口組、美摘練、

省後パス、船木一字部一小野田鎖道、

字部山陽電鎖、開門トンネ} 1 - 、舟便等

自慢でないがザツト以上と聞かされ、なる程と

3 5  



感じ fこ。大要の敵字も聞い fこがハツキりしなかっ

? こので略する。兎も角作J れも ffi 常量で、金問を通

じ最高の11' 1: 習にある由。

如上の有力新: で之からの復興と増益. の強化と諸

施設は 、建築官官として谷々多端で大いに張切の紋

況でゐつに。又将来初J 合の中富支部を Il J 口に持っ

てＳＡＧ ｾＱ こらなど。の罰も出＿こが、之は先輩の蹟島にお

こられるから新に山口支昔日の出来る様、合員増加

其他一層'の伺l援助を御願して錦阪しfこ。

l採民各f守ーと共に主主キ御焚展と其御多幸を祈りつ

' :>c 

ｾＭＡ・ Ｑ ・ Ｑ 記Ｈ文賞記者Ｉ

康 島 支 部 の 大 活 躍

鹿島支部は従来院島牒下に限られてゐ? こが今回

地域を扱大し中関支部と改稿する? こめ目下藤田支

部長以下地域後夏合員増加其他の事業につき不断

の活動が績けられてゐる。街今般支部調自で建設

中関路と題する菊版型の小冊誌を張戸Jする計書. を

樹てられfこが其第一読を三月夜行し同支部会合員

に無料配布されfこ。問誌は三十二頁の小ザツパリ

し? こ集のきいにもので内容は設計、論文、法規省

資材、公債表、等が掲げられ無・駄のない所調小さ

〈共ワサどと云ふ式の味を遺憾な〈褒揮されてゐ

る様である。本部の機関誌夜行さえもなかなかに

容易ならぬ今日よ〈も此の大事業が支部皐摘でな

しとげられ7こ事は時局柄全〈感嘆を深〈すると共

に悦びに? こへない次第である。支部合員各fウーも定

めし満足される事と恩はれる。本企笠は支部長以

下の活躍を物語るものであ ε が、就中田坂幹事が

縄大な努力と其熱意の結晶の現れで問氏に針し滅 .

睦の敬意を吉宮: するものである。希は同誌の将来の

観穏と多キ主主キ稜展されん事を需rr るものである。

吾キは各地の支部も斯様の企撃が変現せられん

事を望んで止まぬ次第である。
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時 報 時

建築標準用語が 2 年の内にきまる

曇 ゐ

昌昭

文部省は事術用語、技術用語の整理統合をはか

るfこめ、科皐技術用語制定委員合を設け f こ。これ

は 2 ヶ 年 間 に 約40寓語の用語を制定しようとい

うのである。この内、士業用語について規格に必

要な現場関係の用語は工業標準調査合の指導によ

って日本規格協舎か機営して工業標準用誇調査合

を設りですることになっている。この調査合 1;): 咋

昭和23年 3 月から既に褒足しているが、その内の

建築標準用語については、日本建築事合、日本建

築士合、日本建築設計監理協合、全国建設業協舎

とわが日本建築協舎がその審議機関設置協議舎を

つ〈り進めてい〈ことになっている。

4・・
言 葉 と 術 語 と

アイヌ文皐の研ヲ ｅ と詩人啄木のｾ岡中摩の先輩

として有名である金匹一博士は、専門が言語皐で

あるが言葉と術語の見方には数えられるところが

多い。1 1 ' 言語はf こえす・撃を遜するものであり. J J lI'言

語の夜建はこの疲遷を lまかにしてはない J という

こと。そして「枇舎の良識の9 9 %まで用いている

ものは、 fことい、古典語とちがっていても時代誇

としてこれを正しいと認める』ことを先ゲ認めて

今日の標準語の決定に出張すべきドといわれてい

る。これから色キと問題があるので あるが「規格

と標準』誌の 『言葉 と文筆の特集競』から、同 氏

や外の人身からのお話を拾いな力、Z ら考えて見る。

.  ｾ砂

名 と 術 語 と

手近にある名を想い出して見ると、

『ヤマ、カワ、タ= 、サワ、イシ、スナ. ヒト、

ウマ. イヌ、キ、エグ、クサ、キ . i …・等身# 。こ



の内向n っその物の特徴を完全に言い表・わしてで

きている名なさ' は、ありはしない。』それぢもお

互にも子供にも完全にわかる。しかし語原的に逆

のぼると、央キの意味のあっ? こものもあろう。太

刀( 哉ち〉、カタナ〈片刀〉、ツクエ( っきすえ〉

ハサミ( 狭みて切る〉なぜも、せいぜいその物の

特徴のfこに 1 点を、とらえて名としているに過ぎ

ない。名目ち術語というものは. つまち符ちょう

く符説〉に過ぎないものであるといえる。

。 。

新這語の苦心?

明治このかに、新しい墜聞がはいって来ると事

者は奮幕時代の漢詩〈貧は中華時文語〉を通した

習わしが1たげないので色# と術語に苦心しにもの

である。ｾ幾何撃』なさＧ克なもので一寸内容を知
4 タ. ，ク

つにものには兎に角、知らない人には幾何の意味

てかも手nらないであろう。語原を洗えば、測量. . . . . ，.

はかるー+ 幾何叶図形の数皐! では中# 凡俗には骨

ボックス

が折れる。が、これは新澄語のはなし。交番を巡

査 駐 在 所 し 鍛 遣 の 段 キ 橋 を 跨 親 橋 し 道 路 上 の

ガードで温るのも梨道橋し回草取りは除草と、

こやしは肥料、これも施肥、堆YE、厩YE、金YE と

なる。辻は十字路、一軒家は猫立家屋、等身々。

・ 4砂

漢字と撃術語と

『弘法は竹軸毛尖含墨書字機をえらばす' . D e皐術

論文で書かれると一寸首をひねる。ハハア『区法

はフデを揮ば十. D 1: ナ。成程定義からいえば結構

1: がわれわれにも子供にも列らない。これが剣れ

ハ ナ 急 情

ば 謬 者 ? 落語家は上肌衣襟締布つまりネクグイ

ですといつに。f J 可聴周波輩振器』は『可聴院周

波琵振居士』とすれば、立沃な戒名になる。( マ

ツサカ氏〉轄螺器は『ネヂまわし』、可撲紐綿は

『電気のコード』この類は建築にも多いと恵、われ

る。硬質粗骨材は『パラス、砂利」硬質細管材は

俗名『スナ』の際語といわれでも致し方もないで

あろう。こんなことは本を見ればザラにある。

4・ 4砂

言 葉 と 字 音 と

戦場で『交代せよ J という電話命令を I 後退せ

よ』と聞いて大失敗をしfこ賓例もあっfこそうであ

る。同じ育の語を姶ってみる。高度と硬度と光度.

動線と銅線、教教と疋1段、竹材と蓄財、成品と製

品、受益法主糟法、制度と精度、軟度と納戸、現断

左専断と栴槽. 部定と制定、長桂と腸虫、複筋と

腹筋、 E鼻筋 u 草金、溶解と t容解、天金と轄勤 K

3 プヲカヱシ

韓 筋、電熱と惇熱、臨海と臨界、穿孔と栓孔、

胎 エ t 染王、閃光と染紅、先攻と専攻、ガt鏑と濯

鎖、滋賀と漠紅、誘導主遊動、環動宇佐起這主宰宇

ア ー チ リ ヨ 拘 キ ウ キヨ ケ ン チ

佳、主事寵と丘陵、胸墜と渠壁、間知 k 検地等キ。

デモ重品j は附きますよという人は漢字に〈わしい

人々 1: りであろう。

。 .

民 衆 の 遁 語

『民衆はうで才である。l l i : 頃言い出しfこヤヌ依ヤミ

市のヤミな' e _ ' も、事その事はいけないがヤミと呼

び出しに名づけ方には、 1まe 1ま色感心、きFぜ二られ

る。もし、これを官僚が言い出しにら、さぞかし

漢詩で間黒債格をか何とか、むすもかし《呼ん1: も

の ｲｾ ろうに。……産主宰中、給仕入 ｢Ｇ 不足して『セ

ルフサーピスを願います』色、はち札を掲げてい

fこ色き、乙れが課されにら何色詩きれる 1: ろう。

自己奉仕も塑1: しと思っていf こら、路傍の小さな

ソパ屋が『お手主主ぴを願います』とやっているの

に『これ1:.] 左費えす'1ま、えまされfこ。… … 一つ

の手 k いう語で、手料理、手製、手打も( ソパ〉

手織りぐ木綿〉なさ' 、簡単に『自家』を表わし、

調み手、韓き手、語り手、話し手、温い手、捕り

手、手回り、手代、手下、手紙、手荷物、火の手、

舞いの手、すもうの手、手が足りない、手があま

る、手を出す、手をき 1Ｈ、手が込む、ＢｦＭｾ抜し

なさ' 賓 t二瀧〈ペき鐙語能力である』と金回一氏は

いう。

4砂

4・
叉『同じ〈路傍でフナを貰っているカミサンが

『いきのい〉んですよ、いきφおちたのなぎ、

3 7  



ひとつもゐりません』いわゆる、鮮度が降るこ

こうも、易し〈言ってい? このである。いきとを、

は、生きていることではな〈して鮮度である。

いや鮮度は貨に 、このいきを、もつf こいぷつfこ

言い替えに、ほかならないことを知つfこのであ

る』 ( 金田一氏〉を誠んでい〈し言葉と術語と

について、 つ〈づ〈と考えさせられるのである。

4砂 4ゆ

責用と漢字… … 書くこと

今まで随分と漢字の攻遺産ばか b してき fこ。わ fこ

〈しも漢籍に親しみ、漢詩文にも奥味をもってい

る。が、これは趣味の問闘である。叉便利なこと

も知っている。が、 『科撃のための文字ならば、

まづ文字、それ自身を科率的にすべきである』

〈マツサカ・タグノり氏〉と、ゎ Tこ〈しもい ':>1こ

L 、。

又、カナで害〈より漢字の方が速いともいわれ

しかし、 『文字を 、一々、手で書くような現

献では日本の皐聞も産業 L 世界の水準には、退

る。

いっけない。書〈ことから、打つことに鐙らなげ

ればならない。打つのはタイプライタでゐる。ロ

戸マ字のタイプライタを使えば、手で書¥3 倍の

早きをと待られる。カナのタイプライタでは 5 傍の

与さになる。漢字のタイプライタは間極外でゐ

る。あれは手で害¥2倍の時聞を要するフシギな

存在である』 くマツサカ氏〉これも 1 つの考え? ご

と恩われる。アメ P カではタイプ t ; 4，000 高台、

つまり 3 人に 1 台の劉で使っていることも考えな

〈てはならないと思う。

• • 
費用と漢字… … 聞くこと

も一つは耳である。女宇よりは言葉、つま b耳

，、苦ｾ

事問である。 『太始に. ことば、あり」で口でい

〉耳でき〈言葉の方が、もと であるということ

を考えな〈ではならない。ぞれに・は 、今までに拳

げに例の姐れわれわれの漢字書では無理fごとい

わねばなるまい。( 漢音のような、上z f ' - 去入とい
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つfこ由主主つまりアクセントがあればよいが、日本

語では、耳では直別がつかない。〉これも漢字昔

を排斥しfこL 、理由である。

4砂 • 
責用と漢字… … 譲むこと

次は、誠tr: 方である。今までの習慣では、賓は

ロ ー マ 字 や カ ナ 字 ばかりのは 、確に誠み維い、

というより読むにヒマさ' る。説む一一墜を出すと

きでも賦誠でも一一耳を過し一一理解する段階が

要る。それが、漢字ならば一目で剣る。: t 、〈とも

1 段階は減るように思、われる。従って早い。こん

なことに、なろうと思、う。といって、入門の初皐

者に捜角f ごの歪カ Tごの歪夜i生Tごの振角 1: の疲努限

度? ごの塑性? ごの担比七の歪硬化? ごの……とあっfこ

ら今の高校卒業生は、意味定義は後廻しとしても

第一誠み方からマゴツクピろうと，官、われる。 これ

では放脅すらできない。

科撃の言葉は、その意味や定義が、 む つ か し

ぃ。内容が中身深いのでゐって、これを十分に理

解するのが勉強であり事問であるのである。外の

ヨロモ

衣で、オドかし? こり苦努させては堂に入る庭か入

門すら危ぶまれるのでゐる。これで、 そんなウワ

ツラのもので低能扱いをされては、ぞれこそタマ

ツタもんじゃないともいえる。 tr づかしい術語を

習得することは知識を習得するにめの精力を、そ

れてり減らす ことになる。術語は知識そのもので

はないのである。

つまり、自で見る韻み方にも、制限がめる筈で

あるといえる。

4砂 • 
漢 字 の よ さ は

しかし、漢字はｾ｜ ' : > ものである。

1. 1字か 2 字で簡草に意味を表わす能力があ

り、

2  

3  

その類が無数にあるから、擦ぶ範囲が麗〈、

気 品 も あ れ も つfこいもつ〈ので数繋の標

式となる。 ( 金田一氏〉

というので今までも愛用されたのであろう。
そ



れに撃術ともなれば、表現を正確に鍛街、にとする

ので勢い名稿に定義的の意味を擦り盤〈そうと慾

ばって〈る。? ごから、接聞が進むに従い、新しい

分野が開かれるに伴い、 Eづくぎから衣ぎえと新法の

ヤカマシイ術語が表われて〈るのであろう。

• 。

これからの術語は

大正初年英軍口封照ヱ皐辞典に井口在屋博士は、

成るベ P f 易で国語に通じ易いこと即ちロで唱え

易〈て耳で麗き易いことを高調されて、

1  解し難い漢字は成るペ〈避けること、

2  他音と混じ易や草苦を避t 1 ること、

3  語路の惑い昔を避げること、

4. 日本固有の言葉と普通の俗語を用いること

5  ヨーロツパやアメリカ諸圏に普通行われる

術語で日本語に入れても語路のよいものは強

いて認しないこと。

と序文にあったことが今も宏、られないo 46 クロ

ースヂ! ] の丸善刊? であっfこが、L oad は荷物とい

う具合に砕いてあっfこ。 I YI oment は、轡幽力車、

母曲率、屈曲能率、さては幽能率なぜ' と百花煉乱

時代に、曲グ( nモ戸メントとあったと憶える。

ぞれが兵隊語全盛時代には全〈宏、られて術語は文

字通り寸字路にさ迷い、調立家屋に鎖ぢこもった

のである。ナチス張りの母翻誇隼蓮に偏しないで

もい〉、科皐は図民の色の、図民の科皐知識の水

準を高める? こめにも、孤高の象牙の塔、いやパペ

ルの塔より股け出て、愛せられる建築用語を創遣

しようではないか。

賓に『やさしいことを

なすかし〈害〈のは、やさしいが、なす・かし

いことを、やさし〈寄〈のは、 u す' かしい。』

とは緒方富雄博士の名言である。( 此項終〉

. 。

建設中園路生る

本舎の中園支部から表、題の第 1 集が出? こ。支部

の田坂靭生君の編集。可愛いが確りしに雑誌であ

る。度島 C. I . E 園害館、丘に建つ回園住宅の設

計画、 IJJ 中侠氏簡素・明快、曾根回彰氏コンクリ

ート・ブロック構造の論文、その外建築法規、資

材表、公債表( 素材、製材、改正職別賃金表〉な

さe ソツのない記事の編集振りには敬服される。 3

月20日の張行? ごが、中間支部の皆さん、みんなで

この紫芽を育てようではありませんか。

因に、 『建築と祉曾』も地方支部編集の特集

抵の計霊もある由である。

.  ..砂

理事、兵庫副支部長岩尾保荷君、昨冬来病臥

中のところ、昭和24年 3 月3 0 日永眠されTこ。君は

大正七年以来の合員、色々の役に霊力されf こ外に

兵庫支' 部の生みの親で色あっfこ。別項にもあるが

親交のあつに筆者として感慨無量に fこえない。主主

に恭し〈獄踏を捧げて冥帽を祈る。

. 。

業 者 と 規 格

別項にもあるが、規格改正も這今と進んでき

fこ。業者は 1 隅でササヤイていないで、斯界の fこ

めに善いことは進んで協力しようではありません

か。幸い本舎は 4 界を母体としている。建築界の

宣言に、建築人の震に、建築人によって必要な有袋

な蛮言には、本食は何時でも立つ用意がある。

( 昭和24. 3. 31 ‘ 帝塚山妊主人〉

曾 員 相 互 欄

合員並知己の内で下記の事項につき御関係

のある方は本合に於て出来得る限り御斡旋い

? こし? こいと考えます。何卒相主に於て精キ御

利用あちん事を切にお願いfこします。

1. 土地家屋の貰買、譲搾

1. 事務所、貸家、貸室、借室

1. 就職、採用

1・ 建築資材、手持品貰買譲渡

1. 結婚、妻を求める入、嫁入り? こき人

御希望倹伴等詳細を本合事務局長宛伺申越

し置き下さらば営該事項稜生次第御蓮絡申上

げます。

.ntt 置法人 目; 本建築協曾
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曾 務 報 告
一 一一

理 事 奮 t三月定例〉

三月十七日 於朝日ピ; t . 事務室

議 事

昭和二十四年度牧支強算の件

評議員合開催三月十九日に決定の件

工事請負規程改正委員上京の件

教育委員合催しにつき Y o，ooυ. 00支出の件

職員数隔の件〈退職手嘗の件〉

職員柳谷久祭退職慰努金決定の件

燃えない都市展後援の件

以上を協議しに

教育委員曾

三月四目、三月十一日 於朝日ピ) ¥. 事務室

前後二回開催、講演、講習舎について協議賓際

すぐ役に立っと去ふモットーで検討し亡。近〈

詰隆寺穣災問題と f向、防に就て講習曾開催計重量を、

議 u こ。

財務委員曾

三月八日 於朝日ピ JL

本曾財政面の逼迫につき各方面より検討をカu"

運営上につき意見交換しfこがi敬次具体祭主練る

事を申合せに。

事業委員曾

三月十四日 於朝日ピJ L .

一般事業の外に舎の運営に援助出来得る様な特

別事業を計釜する意置の下に意見交換をなしに

結果責行可能のものから活動に移る事を申合せ

分科委員、変行委員等を捧げ着々進捗する事と

し?こ。

40  

術毎年本合創立日を記念する事業も併せて検討

しfこが本春は取敢す・稼季大舎を催して之に氏は

計 費ー立案の事を協議しすこ。

セメシト瓦に就ての懇談曾

三月十五日 於朝日ピ; t .

大阪近郊の業者の集合を得てセメント瓦規格其

他の問題につき懇談協議しTこ精呆工業技術鹿に

建議する事を申合せに。

厚型スレートに就て懇談曾

三月十六日 於頼回ピル

京阪神附近業者イァ位集合セメント五と問様趣旨

協議した結果之又工業技術鹿へ建議しTこ。

大阪官勢委員曾

三月催しとして主象台の遇り十九日内外木材工業

株式含祉及三月二十六日あやめ池ステートフヱ

アー建物の見墜曾開催共に去を舎裡に終了、双方

共誠に有益な舎で参加各位の満足を得fこ。

曾
土

ロ

現 行 工 事 請 負 規 程 分 頒

目下改正案を検討中であるか之が完成は数ケE

先になるので各方面の要望に際えて現行のもの新

子 印 刷 し に 、 一 部 下{ 30. 00 ( 詮料は賓費〉で分

頒中精々御利用下さい。

渡 部 圭 吾 著

建 築 工 事 と 施 工 技 術 者 頒 布

二月競紹介の本警は本舎でも頒布斡旋中で ある

が相嘗人気を博してゐる。前茄子預り成本あり希

監者は寅切れぬ内御申込み下さい。一部室 6 0・00

詮桝賓重量の事 者ー細二月読参照、の事



正 員 岩尾保衛君の言ト

本 官 理 添 乗

兵廊支剖>/ i j lj 支

部長岩尾保衛

君号、司書鼠*

病書主力日1餐中の

民主途に聖誕石主主

無〈、昭和二

十四年三月三

十日紳戸市生

図面楠町同氏

別霊祭演涯に

於て . 六十三才を一期とし逝去され誠に1帯情の経み

である。

君はf書州松本務の名門の尚で夙に関西商工、名古

康工専等で患ばれた自である。後封、阿 . 茂野村長長務

所 、大林組等動務、後半岩尾工務賠回目文、管々孜 h

今日の成功を修められた立志停中の一人である。

君叉非常冷努力家で且熱情、意書まの人でー商務宇

俳句など趣味績 〈更に話術に巧で絞鈴風主主交友が多

かった。本命には大正七与三頃より入曾熱心なl ! t 曾者

の一人で各種の委員、幹事、評議員、常務、理署匹に一再

ならず選任され、常に克〈本曾の隆盛 に寄奥されて

ゐた叉兵庫支部設震 には袋・初から貨に献身的努力主

主格はれ. 同支部今日の基礎を築かれた功労者である

主主に生前の御功績に3討し厚〈感謝の怠を表し議而

衰悼の型車を捧げ御冥臓を断る次第でるる。

因に葬儀は三月三十一日午後三時から泰雨しとど

降る中に同/!Hで盛大に 翠行された 。本曾よ りは竹

腰曾主主. 銭高則曾長 . 薮中 、妓口 理彰. 大和記番

長外事務局員参列 、

兵庫支部岡本、桑岡正副支部長 、淑判事 、早 良 、山内

石原、際田氏等の幹郎参列. 曾長、支吉事長、関商商

工、建交 曾理事長 、大丸紳戸 支広長など弔問朗績が

あ P 、弔軍主主震後一般燐答‘ いと封士骸径に告別式が

耳克行われた。

春雨に詠歌の童u事会 P にげ P

御言喜』聞 かれずなり ぬ才Eの冷

京 都 博 覧 曾 見 皐 案 内

前説? 象台の$ d I ! J 京都支部と共同主催で、首題見

泉舎を下記次第で開催する 。京の春 色を眺めつつ

一日 の行楽を共にせんとする人みは、奮而御申込

み さ れfこいω

1・ 8 B主主E三 旦 ( 日〉午前九時半

時間廊行集合、暗南不論

1. 集合所京都磨前丸物四階第』曾埠

1. 見 瞳 第 一 曾 拐 、 産 業 貿 易 、 第 二

曾場、豊圏神祖境内、教育、科壁、繊

維、生活文化、農業、見章、華能、振

興舘等反協賛曾場、博物館、ニ傑城本

丸、先斗町、鴨川おどり

1・ 曾 貨 安 160. CO以上金館、鴨川お

官り共入場券代

1 . 突遇費排雷、白排の事

1  申 込 大 阪 方 面 の 方 は 五 月 ー 日 迄

に朝日ピル六階事務所及天神橋建設曾

館内木曾分室に申込み曾費ピ引換へ入

場券を受取られたい

京都支部各位は同支部に適宜申込の事

O雷日の順序 多彩の見皐故集合時間働行. 第一

合場十時牟退出 、第二合場に至り見謬同所で中

食、午後鴨川主，-'e_ ' ! J 概賞後解散、二俊成号由見

皐とする。午後四時牢頃より有志の茶話舎を催

し嘗自の見撃につき京都支部合員と共に座談合

を開ーし 合場は官日希望者 に蓮 絡する。希望の

方は汲め 申込まれfこい。

0 入場岩手は開期中五月末日迄有効の事。

O雷日は合員章を必十着用せられたい。

置土圏在友人 日本建策協合

大阪舎勢委員合
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ｾ＠
E 圃

Eヨ 告

各 支 部 評 議 員 営 選 の 件

各支古 ｦ［ｾ の評議員は夫ペＧの支部にて疋 ｊ 互の手糟

を結て、下記の j A ｬＩ 常ｾされまし＿こ。

東海支部 宮 村 次 郎 氏

京都支部 紳! ! ! : r 信次郎氏 中 付 金 三 氏

71 < 騎手喜一郎氏 2 f . 間作太郎氏

兵庫支部 閑林憲: 文氏 貫主回 宮荘厳氏

設さ終 貞三氏 瀧 爆 真 弓 氏

松村勇太J i l f ; 氏 吉 田 信 武 氏

事管島支部 生回 五 郎 氏 高 谷 興 一 氏

谷川 政央氏 藤 岡 正 一 氏

山中 { 夫氏

九州支部 薄 ｾ荘氏 問 中 勇 雄 氏

与L 上

昭和二十四年三月三十日

枇図法人 日 本 建 築 協 合

お 願

建築と批合第 2 6 輯第 1読と第 9 蹴が欠本:

となり困ってゐます( 昭和 18年 1月・ 9月発行〉

御譲り下さる方があ b まし? こら本合編集部宛

御郵送又は笹11知らせ願へば参上致します。

所要数は二部宛希望致します。詮料の外謝

醜は若本の上御屈け致します。合員各] I r . 納l斡

旋あちん事を特に御願致します。

枇 圏 法 人 日 本 建G葉 協 合

* 合事務所 朝日ピ} l - 6階電話土佐堀@1836番

介 室 市 内 東 直 天 神 橋 大 阪 建 設 命 館 内

電 話 東( 94) 0861- 6. 1251- 5 

4 2  

編 集 後 記

第四放は建築材料を中心に計撃しfこので 、

記事の大前分がこれに関するものになっfこ。

r ; t 談合力; 大斗二を占め fこのも同じ理由である。 I

この nt 談合には主として大阪の建築材料界に !  

活探されてゐる方々にお集り断つfこが、宍々

専門とされる菜)r 材料についての紹介、意見の

夜表があり、極めて意義深いものであっ fこ。

かつてセメットの稜逮から鍛筋コンクリー

1 迭の務: 式が生れにやうに、材料の程遠は主主

築の幾化に大きな版関を興へることを悠ひ、

建材界の精進には大きな期待をか[ ヴ fこいので

ある。

このｾｾ財とから更に建材業者が草に建築設計

者からの注文を受ける桂皮の消極的態度に甘

んじてゐては物足りな い気がする@ 事業は事

業として縄問の立場もあらうが、新しい優秀

な材料もさ' しざし研究して貰ひfこいと思」、。

新製品から受ける感受が設計者の意園を念: 角

度に療へるやうなことがあってこそ、建築は

亦一段の進歩を遂げるに逮ひない。敢八て本

披を言t liS:しfこ目的もこ〉にあることを諒され

f こL 、。

さてこの就が御手許に届〈頃には慢も散る

であらうが、やがて亦菜)r紘の好季節に期待し

て第五械の仕上に取りか、り fこい。

L( 備 考 第 五 競 の 剛 腕 は五 月 十 一

くN 生 J

建 築 さ 祉 曾
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